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亀
ん
子
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ウ
ミ
ガ
メ
保
護

　

８
月
24
日
、
亀
ん
子
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
す

る
70
人
が
集
ま
り
、
通
山
海
岸
で
今
年
４
回

目
の
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
志
布
志
湾
の
海
岸
沿
い
に
は
、

１
６
０
回
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
１
万
２
１
８
４
個
の
卵
が

回
収
さ
れ
孵
化
場
に
移
さ
れ
、
誕
生
し
た

子
ガ
メ
は
海
に
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
志
布
志
市
内
の
海
岸
で

ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
し
た
卵
の
一
部
の
孵
化

は
、
市
内
の
通
山
小
学
校
の
児
童
等
が
参

加
し
て
い
る
亀
ん
子
ク
ラ
ブ
が
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
19
年
７
月

17
日
、
小
学
校
の
保
護
者
や
地
域
の
方
の

ほ
か
16
人
の
児
童
が
会
員
と
な
り
発
足
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
同
小
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
保
護

監
視
員
の
大
和
隆
信
さ
ん
か
ら
子
ガ
メ
の

提
供
を
う
け
、
放
流
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
放
流
に
参
加
す
る
だ
け
で
子
ど
も
達

の
育
成
に
役
立
つ
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
思

い
か
ら
誕
生
し
た
の
が
こ
の
「
亀
ん
子
ク

ラ
ブ
」
で
す
。

　

亀
ん
子
ク
ラ
ブ
で
は
、
卵
の
移
設
、
観

察
、
孵
化
、
放
流
ま
で
の
一
連
の
活
動
を

行
い
ま
す
。
特
に
こ
の
ク
ラ
ブ
の
特
徴
は

学
校
が
主
体
と
な
る
の
で
は
な
く
、
親
父

の
会
等
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
で
、
今
後
の
継
続
的
な

活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

放
流
活
動
も
ク
ラ
ブ
が
主
体

と
な
り
な
が
ら
地
域
の
方
や

多
く
の
児
童
も
参
加
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
海
岸

清
掃
な
ど
の
自
然
保
護
や
命
を

大
切
に
す
る
心
の
育
成
な
ど
の

ベ
ー
ス
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
黒
石
清
美
会
長

は
「
夜
中
や
早
朝
の
活
動
も
あ
っ

て
大
変
で
す
が
、
私
た
ち
地
域

の
者
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
や
学
校

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
こ
の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

取組　1	　産卵した卵の回収をします

　ウミガメの産卵はほとんどが深夜に行われ、産卵した後の卵は素早く移
設する必要があります。ウミガメ保護監視員が産卵の兆候をみつけると連
絡を受けた親父の会会長から直ちに全会員に「かめーる（会員用メールシ
ステム）」で「観察したい人は集合してください」とのメールが配信され、
掘り出す作業が行われます。

取組　4 　孵化の様子を観察します

　砂中の卵が孵化すると孵化場の砂が窪むことで孵化を知ります。
子ガメ誕生を「かめーる」で会員に知らせ、子ガメがはい出てくる
様子を観察します。その後、孵化場を掘り起こして孵化しなかった
卵や、孵化したが地中で死んでしまった子ガメも記録、観察し今後
の孵化率向上に役立てられます。

取組　2　海岸美化活動等にも参加

　ウミガメの観察だけでなく、ウミガメが上陸するための障害となるごみ
を取り除くために海岸清掃を行いました。また、環境についての学習会も
行っており 6月 9日には世界有数のプロウィンドサーファーで “海洋冒険
家 ”の中里尚雄さんが、この活動に心を打たれて通山青少年館で特別講演
も行われました。
　また、7月 9日にはウミガメ保護監視員でもある大和さんを講師に招き、
ウミガメについての勉強会も行われました。

取組　3 　産卵から孵化までの記録

　孵化場へ入れた卵が孵化するまで、毎日の天気や
気温、孵化場の地表の温度、地中温度などの記録を
とっています。（会員が着ている青色のＴシャツは
保護者がデザインしたものです。）

取組　5　 ウミガメの放流を行います

　子ガメは誕生してから 10 時間から 20 時間の間が一番元気で、その間、
必死に泳ぎ続けます。その間にできるだけ岸から離れたところまで泳いで
いかなければならないからです。
　イベントとしての放流会ではなくウミガメ保護の視点にたった放流を行
うため、子ガメが無駄に体力を消耗しないよう一刻も早く放流を行います。
放流は夕暮れ時や早朝になりますが、これは大型魚や鳥などの捕食から逃
れるためです。

ウ ミ ガ メ で 環 境 を 守 る！

ウミガメ保護監視員の大和さんからの連絡で卵の回収
を行うクラブ会員（6 月 12 日、午前 5 時、通山海岸）

孵化場では生まれたてのウミガメを一刻も早く放流す
るための作業が行われます（8 月 24 日）

地元のサーファーとともにウミガメが上陸しやすいよ
うに海岸のごみを拾う活動を行いました（7 月 21 日）

通山小学校内には親父の会が作った孵化場があり子ど
も達は毎日観察を行っています。

100 匹を超えるウミガメの放流ですが、成体になるのは
5000匹中 1 匹と言われています。（8月13日、通山海岸）

「失われる砂浜そしてごみ問題」

ウミガメの保護
戦後の食糧難で「ウミガメの卵は栄養がある」との迷信で卵の盗掘が相次ぎ、護岸工事による砂浜の減少で産卵場
所が殆どなくなりました。これから私たちの環境とウミガメはどのようになっていくのでしょうか。

産卵を終えて砂を埋め戻しているウミガメ
（6 月 20 日、午前 4 時 35 分、通山海岸）

亀ん子クラブ発足時の大和さんの講演

今 年 の 亀 ん 子 ク ラ ブ の 活 動 実 績
産卵日 場　所 個　数 孵化日 孵化数（孵化率）

6月12日 夏井海岸 135 個 8月13日 116 匹（85.9%）
6月20日 通山海岸 141 個 8月16日 90 匹（63.8%）
6月22日 夏井海岸 142 個 8月16日 120 匹（84.5%）
7月05日 菱田 145 個 8月22日 119 匹（82.1%）
7月08日 すずれケ浜 149 個 8月25日 140 匹（94.0%）
7月10日 通山海岸 132 個 8月24日 125 匹（94.7%）
7月12日 ダグリ海岸 132 個 8月25日 123 匹（93.2%）

合　計 976 個 833 匹（85.3%）

ウミガメの住む世界は
人にとっても住みやすい
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ウミガメの保護と環境

大和隆信さん（ウミガメ保護監視員）

　大和さんは、大崎町で海産物の
販売業を営む傍らウミガメ保護監

視員として活躍しています。
　もともとは「動物愛護」で始めたウミガメの監視です
が、昭和 63 年に公布され平成元年から施行された鹿児
島県ウミガメ保護条例により、上陸頭数や産卵回数、卵
の数、孵化の報告などの事務的な作業が増えました。
　4月から 8月中旬までは出張等がない時は午前 1時位
から志布志市、大崎町、東串良町といった志布志湾全体
の海岸のパトロールを行っています。ウミガメの上陸が
多い時は午前 6時までかかります。
　昨年、これまでもウミガメの放流の際にカメを提供す
るなどしていた通山小学校から、通山海岸で産卵した卵
を学校で孵化するようにしたいとの相談が大和さんにあ
りました。そこで単なる孵化の観察だけではなく地域が
一体となったウミガメを守るための組織を提案し誕生し
たのが亀ん子クラブです。親父の会が中心となり最近は、
採取や保護についても幅広い活動をしています。
　広い志布志湾を 1人で監視するのは大変厳しいので
すが、亀ん子クラブの存在が大きな助けになったといい
ます。今後は、この様な組織が各地にできれば更に細や
かな保護活動ができるのではないかと期待しています。
　今年は 160 回の上陸があり 123 回の産卵で 12,184 個
の産卵総数でした。これは例年になく多く、昨年に比べ
て約 5倍の産卵回数や個数になります。
　大和さんは「上陸は増えたものの産卵せずにそのまま
引き返すウミガメがいることなど、まだまだ安心できる
状況ではありません」と話します。
　特に、危惧しているのが砂浜の減少とごみの問題だと
いいます。砂浜の減少は地球的なもので行政も一体とな
り大きな取り組みが必要ですが、ごみについては私たち
一人ひとりが取り組めるものです。
　ウミガメが上陸してもごみが多いと、それを乗り越え
ることができないため諦めて引き返すことがあります。
　「わざわざ海岸にごみを捨てる人はいない」と思われ
ますが、海岸に打ち上げられている空き缶は、道路にポ
イ捨てされたものがほとんどです。それらが、用水路か
ら川を流れて海にやってくるのです。
　ただ、漁業をされている方にとっては、大型のウミガ
メが定置網等にかかると漁具を傷めたりするため、ウミ
ガメ保護活動にはお互いが理解しあい共存に向けた取り
組みも必要だと考えています。

　

昔
話
で
、
浦
島
太
郎
を
竜
宮
城
に
連
れ

て
行
っ
た
話
な
ど
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
日
本
人

に
は
と
て
も
馴
染
み
の
あ
る
生
き
物
で
す
。

日
本
は
海
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
、
全

７
種（
ク
ロ
ウ
ミ
ガ
メ
を
入
れ
る
と
８
種
）

の
ウ
ミ
ガ
メ
の
う
ち
５
種
類
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
は
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

そ
ん
な
ウ
ミ
ガ
メ
が
現
在
絶
滅
の
危
機

に
あ
り
ま
す
。
世
界
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
７
種

類
の
う
ち
６
種
類
も
が
国
際
自
然
保
護
連

合
会
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に「
絶
滅
危
惧
種
」

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
く
に
オ
サ
ガ
メ
は
こ
の
20
年
間
で
そ

の
個
体
数
が
約
１
割
に
激
減
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
産

卵
の
た
め
に
上
陸
す
る
回
数
も
以
前
に
比

べ
て
大
分
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の

乱
獲
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
ウ
ミ
ガ
メ
を

食
用
と
し
て
い
た
の
は
、
小
笠
原
諸
島
の

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
有
名
で
、
明
治
９
年

（
１
８
７
６
年
）
に
日
本
領
土
と
な
っ
た

小
笠
原
諸
島
で
は
、
産
業
振
興
の
た
め
に

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
漁
が
当
時
の
農
商
務
省
に

よ
り
奨
励
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
食

用
以
外
で
は
、タ
イ
マ
イ
の
甲
羅
（
鼈
甲
）

は
宝
飾
用
や
工
芸
品
の
素
材
と
し
て
珍
重

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ウ
ミ
ガ
メ

は
現
在
は
全
種
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
（
絶

滅
の
恐
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
国

際
取
引
に
関
す
る
条
約
）
の
附
属
書 

Ｉ 

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
条
約
に
加
盟

し
て
い
る
１
４
０
カ
国
で
国
際
間
の
取
引

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
様
に
保
護
さ
れ
て
い
る
な
か
、
現

在
、
最
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
減
少
し
た
原
因
と

考
え
ら
れ
る
の
が
「
環
境
問
題
」
で
す
。

　

特
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
の
た
め
に
必

要
な
砂
浜
の
減
少
は
、
世
界
的
に
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
に
は
、
護
岸

工
事
な
ど
で
河
川
か
ら
流
れ
て
く
る
土
砂

の
絶
対
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や

砂
浜
が
宅
地
化
さ
れ
た
り
、
道
路
が
で
き

た
り
、
さ
ら
に
砂
防
ダ
ム
や
取
水
堰
が
造

ら
れ
砂
浜
が
消
失
し
て
い
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海

面
上
昇
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
気
温
の
上
昇
や
海
面
の
上
昇
の
予
測
で

は
、
気
象
庁
気
象
研
究
所
モ
デ
ル
に
よ
る

と
、
20
世
紀
初
頭
年
に
比
べ
Ｃ
Ｏ
2
濃
度

が
倍
増
し
た
場
合
、
海
面
気
温
は
、
日
本

海
で
１
・
６
度
、
太
平
洋
沿
岸
で
１
・
２
か

ら
１
・
６
度
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
１
・
８
度

高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場

合
の
海
面
上
昇
は
日
本
海
沿
岸
で
約
20
～

40
㌢
、
太
平
洋
沿
岸
で
約
25
～
35
㌢
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
面
が
30
㌢
ま
た
は

１
㍍
上
昇
し
た
場
合
、
現
存
す
る
砂
浜
の

そ
れ
ぞ
れ
57
㌫
、
90
㌫
が
消
失
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
間
が
捨
て
た
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

の
ご
み
を
餌
と
間
違
え
て
食
べ
て
死
ん
だ

り
、
産
卵
に
上
陸
し
て
も
ご
み
が
邪
魔
を

し
て
砂
浜
を
進
め
ず
に
引
き
返
す
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
漁
業
者
が
定
置
網
等
で
別
の

魚
の
漁
を
し
て
い
る
と
き
に
間
違
え
て
ウ

ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
て
し
ま
う
混
獲
が
あ
り

ま
す
。
混
獲
と
い
う
と
漁
業
者
が
悪
者
に

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
漁
業
者
に
と
っ
て
も
混
獲

は
困
っ
た
問
題
で
す
。
混
獲
す
る
と
魚
が

獲
れ
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
漁
具

を
損
傷
す
る
な
ど
経
済
的
な
痛
手
に
も

な
っ
て
い
る
の
で
す
。混
獲
に
つ
い
て
は
、

漁
業
者
と
協
力
し
て
解
決
方
法
を
探
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し

な
が
ら
、
地
球
全
体
で
自
然
環
境
と
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
は
で
き
な
い

の
で
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
は
、
放
流
活
動

だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
地
域
に
目
を
移
す
と
そ
こ
に

は
い
ろ
い
ろ
な
私
た
ち
に
も
で
き
る
保
護

活
動
が
あ
り
ま
す
。「
砂
浜
を
む
や
み
に

自
動
車
で
走
り
回
ら
な
い
」「
ご
み
は
捨

て
ず
に
分
別
す
る
」「
汚
水
を
そ
の
ま
ま

川
に
流
さ
な
い
」　

な
ど
、
よ
り
具
体
的

な
保
護
活
動
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

 

ウ
ミ
ガ
メ
が
繁
殖
し
や
す
い
環
境
は
、

私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
環

境
な
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
今
日
か
ら
私
た
ち
も
自
然
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
毎
日
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

孵化したてのウミガメ（8 月 24 日、通山小孵化場）

大雨が降ると様々なものが砂浜に打ち上げられます

沖合に人口リーフが建設された砂浜

※このページのウミガメの写真は 6 月 12 日、午前 5 時、夏井海岸で撮影されたものです。
�　市報しぶし■ 2008.9



　

生
活
系
の
排
出
水
は
ト
イ
レ
と
そ
の
他

雑
排
水
（
台
所
、
お
風
呂
、
洗
面
所
）
と

様
々
で
す
。
河
川
の
汚
染
原
因
は
、
上
の

図
の
台
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
例
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
そ
の
他
生
活
雑
排
水
か
ら
の

排
出
水
が
大
き
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
台
所
洗
剤
や
洗
濯
洗
剤
は
、
い

ろ
い
ろ
な
化
学
物
質
が
入
っ
て
い
ま
す
。

洗
剤
を
選
ぶ
時
も
裏
の
成
分
表
示
を
見
て

で
き
る
だ
け
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
洗

剤
選
び
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
河
川
の
汚
染
防
止
を
行
う

た
め
、
ト
イ
レ
と
そ
の
他
の
雑
排
水
を

い
っ
し
ょ
に
浄
化
し
放
流
す
る
た
め
に

浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
補

助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
合
併
浄

化
槽
の
設
置
者
に
対
す
る
補
助
金
の
額

は
、
5
人
槽
で
33
万
２
０
０
０
円
、
7

人
槽
で
41
万
４
０
０
０
円
、
10
人
槽
で

54
万
８
０
０
０
円
で
す
。
平
成
19
年
度
末

で
１
８
４
３
基
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
野
井
倉
地
区
、
通
山
地
区
、
蓬

原
地
区
及
び
松
山
地
区
は
、
農
業
集
落
排

水
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度

の
加
入
率
が
60
・
８
㌫
で
す
。
一
人
で
も

多
く
の
世
帯
が
合
併
浄
化
槽
の
設
置
や
農

業
集
落
排
水
事
業
に
加
入
し
て
い
た
だ

き
、
き
れ
い
な
水
を
排
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
未
来

の
子
ど
も
達
に
美
し
い
地
球
を
残
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
下
水
道
加
入
と
単
独
浄
化

槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
市
の
単
独
補
助
10
万
円
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�　市報しぶし■ 2008.9

21 世紀は環境の世紀 ! 未来の子ども達に美しい地球を残すことは今を生きる私たちの責任です。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）
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志
布
志
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員

会
（
和
田
洋
文
委
員
長
）
で
は
、
８
月

16
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
青
少
年
育
成

事
業
と
し
て
「
浜
っ
子
学
園
」
と
「
地

蔵
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
家
庭
を
離
れ
、
異
年
齢
集
団
で
の

体
験
学
習
を
通
し
て
、
自
主
性
・
協
調
性
・

忍
耐
力
等
を
培
い
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
自
覚
と
自
立
性
の
育
成
を
図

り
、
感
謝
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む
と

と
も
に
、
地
域
の
伝
統
行
事
を
通
し
て
、

自
分
た
ち
の
地
域
の
歴
史
と
特
性
を
学

び
、
い
き
い
き
と
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
平
成
15
年
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
自
然
に
親

し
み
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
」、「
命
の
尊

さ
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小

学
生
34
人
、
中

学
生
４
人
、
高

校
生
１
人
、
大

人
６
人
の
計
45

名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
１

日
目
は
有
明
開

田
の
里
キ
ャ
ン

プ
場
で
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
、
２

日
目
は
昼
か
ら

地
蔵
盆
の
準
備

を
し
、
午
後
７
時
か
ら
「
地
蔵
ま
つ
り
」

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
も
参
加
さ

れ
、
小
さ
な
ろ
う
そ
く
と
竹
灯
篭
の
幻
想

的
な
灯
火
の
も
と
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
に

触
れ
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
３
日
目
の

最
終
日
は
、
南
九
州
市
知
覧
町
の
知
覧
特

攻
平
和
会
館
に
研
修
に
行
き
、
平
和
や
命

の
尊
さ
を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
神
妙
な
面
持
ち
で
、
時
に
は
涙
を
流

し
な
が
ら
係
の
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

志
布
志
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
長

の
和
田
洋
文
さ
ん
は
、「
初
日
の
キ
ャ
ン

プ
の
時
は
雷
が
す
ご
か
っ
た
の
で
す
が
、

み
ん
な
雷
に
も
大
雨
に
も
負
け
ず
頑
張
っ

て
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修

を
通
し
て
、
今
後
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

き
れ
い
な
川
や
海
に
し
た
い

　

左
図
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
生
活
系
と
畜
産
系
が
川
を
汚
す
主
な

原
因
で
す
。
生
活
や
生
産
現
場
か
ら
発
生

す
る
排
水
に
つ
い
て
は
、
違
法
な
流
出
の

防
止
や
適
正
な
排
出
管
理
を
行
い
、
環
境

負
荷
の
低
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

米のとぎ汁（3,500mℓ）	 2,400･･･	 5.6 杯分（0.3 杯分）

牛乳（200mℓ）	 78,000･･･	 10 杯分（10 杯分）

ビール（180mℓ）	 81,000･･･	 9.7 杯分（11 杯分）

おでん汁（500mℓ）	 100,000･･･	 33 杯分（13 杯分）

みそ汁（180mℓ）	 37,000･･･	 4.4 杯分（4.9 杯分）

ラーメンの汁（200mℓ）	 27,000･･･	 3.6 杯分（3.6 杯分）

コーヒー（120mℓ）	 6,000･･･	 0.5 杯分（0.8 杯分）

使用済みてんぷら油（20mℓ）	1,500,000･･･	 20 杯分（200 杯分）

第 100 回伊﨑田相撲
記念大会

■場所　伊﨑田小学校校庭　相撲道場

■ゲスト　松ケ根親方 ( 元大関　若嶋津 )

　　　　　女相撲おどり ( 大隅町恒吉校区 )

　一般相撲・お楽しみ抽選会・区対抗戦・赤ちゃ

ん土俵入りと盛り沢山の内容となっています。

市民の皆様のご来場を心よりお待ち申し上げ

ます。

　ただ今、伊﨑田相撲にちなんだ相撲甚句・

短歌・俳句・川柳を公募しています。

　　　　　　　　　　　　　（9月末日まで）

日時　平成 20 年 10 月 19 日（日）
　　　午前8時30分～午後5時30 分

魚が生息できる水質にする
ために必要な水の量※ 1

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
「
浜
っ
子
学
園
」「
地
蔵
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た

魚
が
生
息
で
き
る
水
質
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
：
５
ｍ
ｇ
／
ℓ
）に

す
る
た
め
に
必
要
な
水
の
量
は
浴
槽（
２
０
０
ℓ
）何

杯
分
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

汚れのおおよその量
BOD（mg/ℓ）

国立環境研究所資料より

もしこれだけの物を台所から流すと・・・川や海がこんなに汚染されます

松ケ根親方

（元大関若嶋津）

※相撲甚句・短歌・俳句・川柳の応募につきましては下記までお尋ねください。

■申し込み・問い合わせ先　伊﨑田地区公民館　℡ 474-1510（伊﨑田高齢者コミュニティセンター内）

異年齢でのキャンプを楽しみました

伝統行事の地蔵まつり

※ 1　浴槽 1 杯 200ℓで換算しました。（カッコ内は 200mℓ排出した際の水の量）

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

私
達
の
生
活
が
川
を
汚
し
て
い
ま
す
！
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子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
で
に
ぎ
わ
う

　

８
月
２
日
、
市
文
化
会
館
で
「
し
ぶ
し

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
ス

テ
ー
ジ
や
会
場
内
に
設
置
さ
れ
た
遊
び

コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
朗
読
劇
や
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
、
腹
話
術
と
マ
ジ
ッ
ク

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

遊
び
コ
ー
ナ
ー
で
は
創
年
市
民
大
学
生

や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、高
校
生
ク
ラ
ブ
、

青
年
団
の
指
導
で
昔
の
お
も
ち
ゃ
作
り
体

験
の
ほ
か
、
使
わ
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ

を「
カ
エ
ル
ポ
イ
ン
ト
」に
交
換
し
て
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
で
別
な
お
も
ち
ゃ
を
購
入
す

る
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
も
開
催
さ
れ
、
多

く
の
子
ど
も
達
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

草
野
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
を
開
催

　

８
月
９
日
、草
野
農
村
環
境
保
全
会（
坂

元
英
仁
会
長
）
の
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
た

め
、
会
員
の
車
庫
を
借
り
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
約
50
人
の
会
員
が
集
ま

り
、
広
さ
約
５
㌃
の
ひ
ま
わ
り
畑
を
見
な

が
ら
、
な
ん
こ
大
会
や
の
ど
自
慢
大
会
な

ど
、
夜
遅
く
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
保
全
会
で
は
遊
休
農
地
を
活
用
し
て

ひ
ま
わ
り
畑
を
作
る
な
ど
農
地
の
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
新
た
に

「
地
域
通
貨
（
２
０
０
円
）」
を
作
り
ま
し

た
。
こ
の
通
貨
は
、
地
区
内
に
あ
る
２
つ

の
商
店
で
使
え
る
も
の
で
、
保
全
活
動
に

参
加
す
る
と
も
ら
え
る
も
の
で
す
。

活動報告と地域通貨の説明をする坂元会長
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
を
開
催

　

８
月
31
日
、
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で

第
３
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
活
動
事
例
で
尚
志
館
高

等
学
校
医
療
福
祉
科
の
下
瀬
美
穂
さ
ん
が

老
人
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
や
心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
実

演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
様
々
な
展
示
や
福
祉
施
設

で
作
ら
れ
た
特
産
品
の
販
売
、
各
種
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
介
護
相
談
・
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
血
圧
や
体
脂
肪
、
血
管
年
齢
等
の

検
査
が
行
わ
れ
、
検
査
結
果
に
一
喜
一
憂

し
て
い
ま
し
た
。

生涯学習フラダンス講座の受講生による発表

み
づ
し
ま
志
穂
先
生
の
講
演
会

　

8
月
９
日
、志
布
志
市
（
旧
志
布
志
町
）

出
身
の
童
話
作
家
で
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
マ

ン
シ
リ
ー
ズ
等
で
お
馴
染
み
の
み
づ
し
ま

志
穂
先
生
を
迎
え
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
教
育
委
員
会（
図
書
館
）

主
催
に
よ
り
、
図
書
館
の
開
館
10
周
年･

来
館
者
百
万
人
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、当
日
は
約
60
人
の
参
加
の
も
と
、

演
題
「
ア
ッ
と
驚
く
創
作
術
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
楽
し
い
話
に
集
ま
っ
た
方
は
し

き
り
に
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

市
立
図
書
館
で
は
み
づ
し
ま
先
生
の
作

品
を
集
め
て
展
示
・
貸
出
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
先
生
の
作
品
に
触
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
講
演
に
伴
う
講
師
謝
金
は
、
先
生

の
ご
好
意
に
よ
り
、
図
書
館
で
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ラジオ放送のご案内

ねんりんピック鹿児島 2008
～素晴らしき人生の達人たち～

南日本放送（11 月 1日まで）

毎週土曜日　10:25 ～ 10:35

賑
や
か
に
ア
ピ
ア
盆
踊
り
大
会

　

8
月
14
日
、
ア
ピ
ア
と
香
月
校
区
公
民

館
共
催
に
よ
る
第
12
回
ア
ピ
ア
盆
踊
り
大

会
が
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
２
階

を
主
な
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
屋
台
な
ど
も
多
数
出
店
す
る

な
か
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
志
布
志

ち
り
め
ん
太
鼓
が
登
場
し
、
銭
太
鼓
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
つ
わ
ぶ
き
の
よ
さ
こ
い
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
も
大
変
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ま
つ
り
の
名
前
に
も

な
っ
て
い
る
盆
踊
り
が
一
部
と
二
部
で
行

わ
れ
、
全
員
で
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
つ
り

気
分
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
大
抽
選
会
も
行

わ
れ
来
場
者
は
抽
選
券
を
手
に
一
喜
一
憂

し
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

様々な舞台発表や出店でまつり気分を満喫しました

ど
ろ
ん
こ
大
会
で
夏
を
満
喫

　

８
月
３
日
、
第
９
回
泰
野
ど
ろ
ん
こ
大

会
が
松
山
町
泰
野
の
休
耕
田
を
利
用
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
校
区
民
が
ど
ろ
ん
こ
の

中
で
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
を
と
お
し
て

心
身
と
も
に
健
全
で
心
豊
か
な
青
少
年
を

育
て
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
は
子
ど
も
達
や
地
域
の
方
な
ど

１
０
０
人
程
が
集
ま
り
、豪
華
商
品
（
？
）

を
目
指
し
て
綱
引
き
や
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ

グ
、
ボ
ー
ル
拾
い
競
争
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
恐
る
恐
る
泥
に
入
り
、
汚
れ
な

い
よ
う
に
動
い
て
た
参
加
者
も
、
水
田
の

ぬ
か
る
み
に
足
を
取
ら
れ
転
倒
す
る
な
ど

泥
ま
み
れ
に
な
る
と
、
思
い
切
り
ど
ろ
ん

こ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

バルーンアートショーなど多くのステージを楽しみました

お
盆
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
る
た
め
に

　

８
月
11
日
、
ふ
る
さ
と
協
議
会
松
山
支

部
（
外
勢
裕
明
支
部
長
）
が
、
県
道
の
清

掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
お
盆
に
帰
省
す
る
郷
土
出
身
者

に
気
持
ち
良
く
道
路
を
通
行
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
作
業
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
新
橋
地
区
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

事
業
で
、
松
尾
川
の
河
川
敷
に
彼
岸
花
を

植
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
県
道
か
ら
秋

に
咲
く
彼
岸
花
が
き
れ
い
に
見
え
る
よ
う

に
道
路
の
法
面
に
繁
茂
し
た
竹
な
ど
の
伐

採
と
、
新
橋
地
区
内
の
県
道
の
歩
道
の
清

掃
を
し
ま
し
た
。
通
行
す
る
人
か
ら
も
、

県
道
が
見
ち
が
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な

り
、
気
持
ち
い
い
と
好
印
象
で
す
。

　

な
お
、
８
月
22
日
に
は
志
布
志
地
区
、

有
明
地
区
で
も
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

暑い中、土手に生えた草木の伐採を行う皆さん

オリンピックに負けない熱気でどろんこを楽しむ参加者

先生の作品を使って創作の説明をしました

みづしま先生の作品コーナー 先生の同級生も多数駆けつけました



N
e
w

s
市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、月曜日と木曜日の午前5時から
右のＦＭ局で好評放送中です。

地
域
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

８
月
２
日
、
介
護
老
人
保
健
施
設
あ
り

あ
け
苑
の
職
員
親
睦
会
が
、
地
域
の
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
翌
週
に
行
わ
れ
る
同
施
設
の
夏

ま
つ
り
を
前
に
、
気
持
ち
よ
く
来
て
も
ら

お
う
と
行
っ
た
も
の
で
、
40
人
の
職
員
が

10
班
に
分
か
れ
、
地
域
の
ポ
イ
捨
て
さ
れ

た
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

施
設
周
辺
や
国
道
２
２
０
号
線
だ
け
で

な
く
、
大
隅
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
野
井
倉

開
田
に
隣
接
す
る
箇
所
ま
で
ご
み
を
拾
い

ま
し
た
。

　

親
睦
会
長
の
川
野
春
美
さ
ん
は
「
ポ
イ

捨
て
ご
み
が
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
今

後
も
地
域
貢
献
と
し
て
活
動
を
続
け
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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や
っ
ち
く
市
中
見
廻
り
隊
が
看
板
贈
呈

　

７
月
31
日
、
市
役
所
松
山
支
所
で
、
ふ

る
さ
と
協
議
会
松
山
支
部
「
や
っ
ち
く
市

中
見
廻
り
隊
」
か
ら
、
松
山
地
区
内
の
３

小
学
校
に
防
犯
啓
発
看
板
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
見
廻
り
隊
は
松
山
地
区
内
の
建
設

業
者
で
結
成
さ
れ
た
、自
主
防
犯
組
織
で
、

通
勤
時
間
等
を
利
用
し
て
地
域
安
全
の
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
地
域
住
民
か
ら
「
通
学
路
は
人

通
り
が
少
な
く
、
周
辺
地
域
で
は
声
か
け

事
案
が
発
生
し
て
心
配
だ
」
等
の
声
を
う

け
、
子
ど
も
や
地
域
住
民
に
防
犯
を
呼
び

か
け
る
看
板
を
12
枚
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
は
各
小
学
校
に
４
枚
ず
つ
贈

呈
さ
れ
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
学
校
関
係
者
が
通
学

路
に
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

子ども達の安全を願った看板が贈呈されました

夏
休
み
学
習
教
室
開
級

　

８
月
５
日
か
ら
４
日
間
、
志
布
志
会
場

（
市
立
図
書
館
・
市
文
化
会
館
）、
有
明
会
場

（
改
善
セ
ン
タ
ー
）、
松
山
会
場
（
や
っ
ち
く

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
で
小
学
３
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
の
学
習
教

室
（
前
期
）
が
開
級
さ
れ
、
約
１
０
０
人
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
夏
休
み
の
課
題
や
漢
字
の

書
取
り
の
ほ
か
、
市
が
契
約
し
て
い
る
補

助
教
員
の
指
導
に
よ
り
日
頃
苦
手
な
教
科

の
克
服
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

後
期
も
26
日
か
ら
４
日
間
開
級
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
友
達

と
一
緒
に
勉
強
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
分

ら
な
い
と
こ
ろ
を
先
生
に
教
え
て
も
ら
え

て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子どもたちはお互い学び合いながら学習を行いました

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
千
羽
鶴

　

８
月
９
日
、
伊
﨑
田
小
学
校
の
児
童

１
１
４
人
と
、
そ
の
家
族
が
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
て
折
っ
た
千
羽
鶴
約
３
０
０
０

羽
の
献
納
が
戦
没
者
慰
霊
塔
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

毎
年
、
平
和
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合

い
な
が
ら
、
一
羽
一
羽
、
願
い
を
込
め
て

作
る
千
羽
鶴
は
今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま

し
た
。

　

代
表
の
萩
迫
将
太
さ
ん
、
鶴
巣
美
咲
さ

ん
は
「
私
た
ち
は
、
二
度
と
戦
争
が
お
こ

り
ま
せ
ん
よ
う
に
、
戦
争
の
な
い
平
和
な

日
々
が
続
き
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
を
こ
め

て
鶴
を
折
り
ま
し
た
」
と
話
し
、
市
長
に

千
羽
鶴
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
思
い
が
届
き
平
和
な
世

界
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

市長に千羽鶴を手渡しました
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高
校
生
平
和
大
使
が
市
役
所
で
報
告

　

８
月
19
日
、
志
布
志
高
校
２
年
生
の
外

山
沙
織
さ
ん
ら
６
人
の
高
校
生
平
和
大
使

が
、ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
国
連
欧
州
本
部
を

訪
れ
、
軍
縮
会
議
事
務
局
の
コ
ー
リ
ー
事

務
次
長
と
面
会
し
、
県
内
の
高
校
生
有
志

が
学
校
や
街
頭
で
集
め
た
1
万
４
２
４
４

筆
を
含
む
計
８
万
５
３
０
６
筆
の
署
名
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
、
外
山
さ
ん
は
市
役
所
を
訪

れ
本
田
市
長
に
そ
の
報
告
を
行
い
、
市
長

も
「
平
和
な
世
界
の
実
現
」
を
目
指
す
活

動
に
賛
同
し
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　

外
山
さ
ん
は
「
世
界
中
に
平
和
を
願
う

人
が
多
く
い
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
今

後
も
積
極
的
に
活
動
を
続
け
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

国連に署名を持参した平和大使の外山さん

み
な
と
ま
つ
り
の
後
の
ご
み
拾
い

　

７
月
26
日
、
27
日
に
開
催
さ
れ
た
志
布

志
み
な
と
ま
つ
り
の
翌
日
、
会
場
周
辺
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
会
場
に
は
、
例
年
に
比
べ
れ
ば

少
な
い
も
の
の
、
心
な
い
見
物
客
が
捨
て

た
多
く
の
ご
み
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。

　

約
５
０
０
人
の
参
加
者
が
ご
み
袋
を
手

に
会
場
周
辺
の
ご
み
を
拾
い
集
め
、
分
別

作
業
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
行
わ
れ
た
活
動
で
会
場
周
辺

は
、
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
か
ら
は
「
な
ぜ
、
わ
ざ
わ
ざ

茂
み
に
ご
み
を
す
て
る
の
か
」「
海
の
中

に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
拾
う
こ
と
も
で
き

な
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
不
要
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

施設周辺だけでなく広い地域のクリーン作戦を行いました

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
教
習
所
が
開
所

　

８
月
１
日
、
志
布
志
自
動
車
学
校
が
、

大
隅
半
島
初
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
教
習
所

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
志
布
志
を
、
同
自
動
車

学
校
近
く
に
開
所
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
（
１
㌧
以
上
）
等
の

産
業
車
両
の
操
作
は
、
労
働
安
全
衛
生
法

で
、
技
能
講
習
等
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

物
流
拠
点
の
中
核
国
際
港
湾
志
布
志
港
の

港
湾
作
業
に
お
け
る
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
へ

の
積
み
込
み
を
想
定
し
た
バ
ン
ニ
ン
グ

等
、
実
際
の
作
業
を
想
定
し
た
訓
練
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
初
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習
を
開

始
し
た
串
木
野
自
動
車
教
習
所
と
ノ
ウ
ハ

ウ
を
共
有
し
、
免
許
取
得
だ
け
で
な
く
、

労
働
安
全
に
向
け
た
技
能
講
習
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

実務を想定し訓練が行われます

記
念
碑
建
設
を
目
指
し
て
東
京
へ

　

霧
島
市
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
野
間
茂

樹
さ
ん
が
、
本
土
最
南
端
の
南
大
隅
町
・

佐
多
岬
に
、
記
念
撮
影
が
で
き
る
記
念
碑

の
建
設
を
実
現
し
よ
う
と
、
署
名
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
５
日
、
更
な
る
署
名
を
集
め
、
建

設
を
実
現
し
よ
う
と
８
月
３
日
に
佐
多
岬

を
自
転
車
で
出
発
し
東
京
へ
向
う
途
中
、

志
布
志
市
役
所
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

　

野
間
さ
ん
は
昨
年
秋
、
自
転
車
に
よ
る

日
本
列
島
縦
断
を
達
成
し
た
際
に
、
本
土

最
南
端
の
南
大
隅
町
・
佐
多
岬
に
、
記
念

撮
影
が
で
き
る
記
念
碑
が
無
い
こ
と
に
大

変
驚
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
観
光
Ｐ
Ｒ

の
た
め
に
も
記
念
碑
を
建
設
し
よ
う
と
、

様
々
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

8 月 5 日は MBC ラジオの中継も市役所から行われましたポイ捨てされたごみもきちんとリサイクルしました
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同
窓
会
が
中
学
校
に
寄
付

　

８
月
16
日
、
志
布
志
中
学
校
第
31
回
卒

業
生
（
昭
和
52
年
度
卒
）
の
同
窓
会
が
、

志
布
志
湾
大
黒
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
な
か
で
「
楽
し
い
ひ
と
時
を

旧
友
と
過
ご
せ
る
の
も
母
校
の
お
か
げ
。

参
加
し
た
み
ん
な
で
恩
返
し
が
し
た
い
」

と
、
募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
、
同
窓
会
実
行
委
員
長
の
益

田
幸
太
さ
ん
ら
が
、
集
め
ら
れ
た
募
金
を

持
っ
て
志
布
志
中
学
校
を
訪
れ
「
同
窓
会

か
ら
の
気
持
ち
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
学
校
に

寄
附
し
ま
し
た
。

　

寄
附
を
受
け
た
、
同
校
の
屋
田
伸
仁
校

長
は
「
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
大
事
に
、
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

同窓会から心のこもった寄付が送られました

走
り
高
跳
び
で
日
本
一

　

８
月
20
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
新
潟
県

で
開
催
さ
れ
た
第
35
回
全
日
本
中
学
校
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
の
、
走
り
高
跳
び
で

田
之
浦
中
学
校
３
年
生
の
山
中
亮
磨
さ
ん

が
、
２
㍍
を
跳
び
優
勝
し
ま
し
た
。

　

山
中
さ
ん
は
バ
レ
ー
部
で
活
躍
す
る
傍

ら
、
市
の
陸
上
記
録
会
に
出
場
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
高
跳
び
を
始
め
ま
し
た
。

　

身
長
は
１
６
８
㌢
と
小
柄
な
が
ら
抜
群

の
跳
躍
力
と
セ
ン
ス
で
、
朝
と
昼
休
み
の

空
い
た
時
間
に
練
習
を
重
ね
九
州
中
学
校

体
育
大
会
で
も
優
勝
し
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
、
市
長
に
優
勝
の
報
告
に
訪

れ
た
山
中
さ
ん
は
「
今
後
も
練
習
を
し
て

10
月
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
優

勝
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

市長室で日本一の報告をする山中さん

き
も
の
着
付
け
選
手
権
で
日
本
一

　

７
月
20
日
、兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た「
第

36
回
全
日
本
き
も
の
着
付
選
手
権
大
会
」

に
志
布
志
市
出
身
で
、
現
在
市
の
生
涯
学

習
講
座
の
講
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

下
假
屋
珠
恵
さ
ん
が
出
場
し
、
留
袖
の
部

で
見
事
日
本
一
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

下
假
屋
さ
ん
は
、
着
付
け
を
始
め
て
か

ら
７
年
目
で
、
大
会
で
は
各
地
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
約
１
５
０
人
が
参
加
す
る
な

か
、
制
限
時
間
６
分
間
で
鏡
を
見
ず
に
ヘ

ア
メ
イ
ク
も
含
め
た
立
ち
振
る
舞
い
の
動

作
や
優
雅
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　

下
假
屋
さ
ん
は
「
今
後
は
、
教
え
る
立

場
に
活
躍
の
舞
台
を
移
し
、
多
く
の
方
に

着
物
文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
話
し
ま
し
た
。

優勝旗を手に喜ぶ下假屋さんと溝口千恵子総合学園長

小学校水泳記録会を開催しました（■新記録）
　　種　目　名 氏　　名 学校名 記録
5 年男子 50m 自由形 大 保 順 平 36″86
5 年女子 50m 自由形 尾 崎 日 向 34″92
5 年男子 50m 背泳ぎ 柿 並 貴 道 50″88
5 年女子 50m 背泳ぎ 田 原 咲 彩 46″45
5 年男子 50m 平泳ぎ 柿 並 貴 道 50″40
5 年女子 50m 平泳ぎ 立 山 愛 子 55″30
5 年男子 50m バタフライ 谷 口 善 優 48″60
5 年女子 50m バタフライ 田 原 咲 彩 49″44
6 年男子 50m 自由形 立 山 颯 大 30″83
6 年女子 50m 自由形 坊 野 杏 35″26
6 年男子 100m 自由形 安 田 雄 生 1′04″14
6 年女子 100m 自由形 平 原 里 穂 1′16″62
6 年男子 50m 背泳ぎ 中 室 圭 太 39″76
6 年女子 50m 背泳ぎ 坊 野 杏 42″34
6 年男子 50m 平泳ぎ 有 嶋 貴 裕 40″40
6 年女子 50m 平泳ぎ 池 宮 早 耶 38″64
6 年男子 100m 平泳ぎ 山 口 泰 世 1′45″74
6 年女子 100m 平泳ぎ 池 宮 早 耶 1′23″45
6 年男子 50m バタフライ 有 嶋 貴 裕 35″14
6 年女子 50m バタフライ 津 曲 晴 菜 39″93
共通男子 200m リレー 香 月 2′09″76
共通女子 200m リレー 通 山 2′32″95
混合 200m リレー 山 重 2′39″33

青
年
団
と
高
校
生
ク
ラ
ブ
が
清
掃

　

８
月
24
日
、
志
布
志
市
青
年
団
と
志
布

志
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
及
び
高
校
生
ク

ラ
ブ
の
会
員
計
22
人
が
、
ダ
グ
リ
岬
海
水

浴
場
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
９
月
14
日
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
を
前
に
会
場
と
な
る
海
水
浴

場
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
行
っ
た
も
の

で
、
ご
み
袋
を
手
に
砂
浜
や
そ
の
周
辺
の

ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

一
時
間
ほ
ど
の
活
動
が
終
わ
る
こ
ろ
に

は
、
た
く
さ
ん
の
ご
み
袋
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

堀
口
義
仁
青
年
団
会
長
は
「
青
年
団
と

し
て
ミ
ラ
ー
清
掃
等
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
も
続
け
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
暑
い
中
で
の

活
動
お
疲
れ
様
で
し
た
。

砂浜に落ちているごみを一つひとつ拾いました

志
布
志
市
給
食
セ
ン
タ
ー
が
落
成

　

子
ど
も
た
ち
の
食
育
の
拠
点
と
な
る
、

志
布
志
市
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
８

月
26
日
、
約
１
５
０
人
が
見
守
る
中
、
落

成
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

落
成
式
で
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
、
本
田
市
長
に
よ

る
稼
働
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
な
ど
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
有
明
町

役
場
跡
地
（
有
明
小
学
校
近
く
）
に
建
設

さ
れ
た
も
の
で
、
広
さ
は
２
１
４
８
平
方

㍍
で
、
１
日
３
０
０
０
食
の
給
食
を
作
る

能
力
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
ウ
ェ
ッ
ト
方
式
か

ら
、
衛
生
面
や
作
業
環
境
、 

清
掃
作
業
、

水
使
用
量
、
調
理
機
器
維
持
管
理
で
す
ぐ

れ
た
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
に
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
本
田
市
長
が
「
最
近
は
食
の

安
心
・
安
全
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
安

心
で
安
全
、
そ
し

て
お
い
し
い
市
内

の
食
材
で
地
産
地

消
に
貢
献
し
、
子

ど
も
た
ち
の
食
育

の
推
進
を
図
り
た

い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

テープカットやくす玉割りが行われました

給食センターキャッチフレーズ

　新給食センター配送車のキャッチ
フレーズの募集が７月に行われ、伊
﨑田小学校１年の山元未乃梨さんの
「まっててね・みんなのげんき・は
いたつちゅう」が最優秀賞に選ばれ
ました。8 月 18 日、教育長室を父
親とともに訪れた山元さんは「給食
の時間は楽しみです。選ばれてうれ
しいです」と話しました。
　このキャッチフレーズとその他入
選した作品は、給食の配送車にペイ
ントされ、市内を走行します。

教育長室で表彰式が行われました

　7月 24 日、志布志市温水プールで志布志市小学校水
泳記録会が開催されました。
　当日は市内 16 の小学校の子どもたちが集まり、日頃
の練習の成果を発揮していました。

目指せ未来のオリンピック選手！
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株
式
会
社
益
田
製
麺
は
、

製
麺
製
造
及
び
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

製
造
す
る
品
目
は
う
ど
ん
・

そ
ば
・
ラ
ー
メ
ン
・
中
華
麺
・

焼
き
そ
ば
・
チ
ャ
ン
ポ
ン
と

多
岐
に
及
び
ま
す
。

　

主
力
商
品
の
鹿
児
島
県
産
の

食
材
を
使
用
し
た
「
薩
摩
黒
豚

ラ
ー
メ
ン
」
は
、
全
国
の
主
要

空
港
や
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
で
販
売
す
る
な
ど
全
国

展
開
を
行
い
、ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
を
全
国
に
広
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
11
月
に
そ
れ
ま
で
志
布
志

市
街
地
に
あ
っ
た
本
社
工
場
を
現
在
の

場
所
（
松
波
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
工
場
に
は
3
つ
の
ラ
イ
ン
が

あ
り
一
日
に
４
万
食

作
る
能
力
が
あ
り
ま

す
。
工
場
内
に
は
見
学

コ
ー
ス
も
あ
り
夏
休

み
等
は
多
く
の
方
が

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

益
田
代
表
取
締
役

社
長
は
「
こ
の
見
学
コ
ー
ス
は
、
観
光

の
目
的
も
あ
り
ま
す
が
、
食
の
安
全
が

叫
ば
れ
る
今
、
作
り
手
の
顔
の
見
え
る

商
品
を
作
ろ
う
」
と
い
う
願
い
を
込
め

て
作
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

大
手
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
を
行
う
な

ど
売
上
は
順
調
に
伸
び
て
い
ま

す
が
、
国
内
市
場
だ
け
で
な
く

「
志
布
志
港
」
か
ら
海
外
に
で

る
貨
物
船
が
あ
る
た
め
、
海
外

に
も
販
売
ル
ー
ト
を
築
こ
う
と

フ
ー
ド
タ
イ
ペ
イ
等
に
も
積
極

的
に
参
加
し
「
志
布
志
市
の

売
り
込
み
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
原
材
料
費
や
燃
料
費
の
高

騰
に
は
苦
し
み
な
が
ら
も
、
将
来
の

展
望
に
つ
い
て
は
明
る
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
原
材
料
に
「
鹿
児

島
県
産
品
」
を
使
い
、
鹿
児
島
ブ
ラ

ン
ド
を
付
加
価
値
と
し
、
今
後
さ
ら

に
食
の
「
安
心
・
安
全
」
を
追
及
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
、
以
前
に
も
ま
し

て
ソ
バ
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
後

は
市
内
の
農
家
と
契
約
し
て
１
０
０

㌫
市
内
産
の
ソ
バ
粉
を
使
っ
た
地
元

ブ
ラ
ン
ド
の
ソ
バ
等
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

製
麺
業
界
で
は
、
製

麺
職
人
と
い
う
こ
と
も

あ
り
従
業
員
の
高
齢
化

が
目
立
っ
て
い
ま
す

が
、
同
社
に
は
若
い
従

業
員
が
多
く
働
い
て
い

ま
す
。

　

月
に
1
度
は
各
部
門

の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
り

リ
ー
ダ
ー
会
議
が
行
わ

れ
、
製
造
の
さ
ら
な
る

効
率
化
や
魅
力
的
な
商

品
作
り
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

　

社
長
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
働
く
従
業
員

の
幸
せ
を
優
先
し
「
和
」
を
大
切
に
し

た
職
場
づ
く
り
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
活
性
化
へ
貢
献
で
き

る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

株式会社益田製麺
●業種　　製麺製造業及び卸販売、業務用食品
●所在地　志布志市志布志町安楽 254-12
●創業　　昭和 6年

志布志企業訪問
vol.2

益田幸太代表取締役社長

見学コースから見る工場内

工場内の様子

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

ス
ポ
ー
ツ
の
夏

　

世
界
中
が
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
色

だ
っ
た
８
月
。
国
民
の
期
待
に
応
え
て

見
事
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
選
手
や
期
待

さ
れ
な
が
ら
も
故
障
等
で
結
果
を
残
せ

な
か
っ
た
選
手
な
ど
数
々
の
ド
ラ
マ
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど
の
選
手
も

大
会
に
向
け
て
血
の
に
じ
む
特
訓
を
し

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
気
迫
の
３
連
投
で
日
本
中
を
沸

か
せ
た
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
代
表
の
上

野
由
岐
子
投
手
は
、
中
学
時
代
に
抱
い

た「
五
輪
で
絶
対
に
金
メ
ダ
ル
を
取
る
」

と
い
う
夢
を
実
現
で
き
た
の
は
、
ど
ん

な
苦
し
い
こ
と
に
も
あ
き
ら
め
ず
に
歯

を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
き
た
か
ら

だ
、
と
感
激
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

さ
に
「
念
ず
れ
ば
花
開
く
」
で
す
。

　

志
布
志
市
で
も
志
布
志
み
な
と
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
81
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
が
集
ま
り
、
市
内
は
「
サ
ッ
カ
ー
一

色
」
の
様
相
で
し
た
。
こ
の
大
会
に
参

加
し
た
チ
ー
ム
か
ら
多
く
の
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
等
が
輩
出
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
等
の
大
き
な
大
会
に
出
場
す

る
選
手
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
若
浜
地
区
が
工
事
中
で
す

が
、
周
辺
緑
地
の
整
備
で
サ
ッ
カ
ー
も

で
き
る
多
目
的
広
場
を
造
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

さ
に
、
こ
の
大
会
は
新
生
志
布
志
市
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
高
齢
者
の
国
体
と
も
い
わ

れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
鹿
児
島

県
下
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
志
布
志
市
で

は
マ
ラ
ソ
ン
交
流
会
が
行
わ
れ
、
全
国

か
ら
多
く
の
高
齢
者
が
集
ま
り
健
脚
を

競
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
市
民
の
参

加
と
応
援
に
よ
り
大
会
が
大
成
功
に
終

わ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
で
は
医
療
費
の
増
加

を
少
し
で
も
低
く
抑
え
よ
う
と
「
ひ
ま

わ
り
元
気
委
員
会
（
８
月
号
参
照
）」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
に

は
50
人
の
市
民
の
方
に
も
委
員
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
市
一
丸
と
な
っ

て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
い
う

も
の
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
問
題

も
あ
り
ま
す
が
、
何
歳
に
な
っ
て
も
健

康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
た
い
と
い
う

の
は
万
人
の
願
い
で
す
。

　
「
健
康
の
た
め
な
ら
、
死
ん
で
も
よ

い
」
こ
れ
は
、
健
康
ブ
ー
ム
を
茶
化
し

た
笑
い
話
で
す
が
、
実
際
に
「
健
康
に

不
安
を
持
っ
て
い
る
」
と
答
え
る
人
は

中
高
齢
者
の
６
割
で
「
健
康
の
た
め
の

努
力
は
惜
し
ま
な
い
」
と
考
え
る
人
は

８
割
を
越
え
る
と
い
い
ま
す
。

　

適
度
な
ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健
康

の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
自
分

自
身
の
健
康
と
市
の
発
展
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
を
告

げ
、
残
暑
が
こ
た
え
る
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
お

り
「
朝
起
き
て
も
体
が
だ
る
い
」「
食
欲

が
な
い
」
等
、
感
じ
て
い
る
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
夏
バ
テ

を
防
止
・
解
消
す
る
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
夏
バ
テ
の
季
節
は
終
わ
っ
た
」「
エ
ア

コ
ン
も
使
わ
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
熱
中
症
と
同

じ
く
、
こ
の
時
期
は
疲
れ
を
感
じ
や
す
い

の
で
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
の
体
は
、
日

本
の
夏
の
よ
う
に
高

温
多
湿
な
状
態
に
お

か
れ
る
と
体
温
を
一
定
に
保
と
う
と
し

て
、必
要
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、

か
な
り
の
負
担
が
強
い
ら
れ
ま
す
。
負
担

が
続
く
と
、
体
に
た
ま
っ
た
熱
を
外
に
出

せ
ず
熱
が
出
た
り
、
だ
る
く
な
り
胃
腸
の

働
き
が
弱
く
な
り
ま
す
。
こ
の
無
理
が
続

い
て
、
体
が
限
界
に
来
て
い
る
状
態
を
夏

バ
テ
と
い
い
ま
す
。

　

症
状
と
し
て
、
体
の
だ
る
さ
、
無
気
力
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
熱
っ
ぽ
い
、
立
ち
く
ら

み
、
め
ま
い
、
ふ
ら
つ
き
、
む
く
み
、
食

欲
不
振
、
下
痢
、
便
秘
等
が
あ
り
ま
す
。

①
し
っ
か
り
と
食
べ
る

　

暑
さ
で
汗
が
た
く
さ

ん
出
る
た
め
、
多
く
の

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

が
失
わ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
夏
は
し
っ
か
り
食

べ
て
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
特
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ク
エ
ン
酸
な
ど
を

多
く
含
む
食
材
を
と
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

※
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
Ｂ
２
を
多
く
含
む
食
材

（
豚
肉
・
レ
バ
ー
・
枝
豆
・
納
豆
・
豆
腐
・

玄
米
・
う
な
ぎ
・
い
わ
し
・
ゆ
ず
等
）

ク
エ
ン
酸
を
多
く
含
む
食
材
（
酢
・
ゆ
ず
・

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
・
レ
モ
ン
･
梅
干
等
）

②
水
分
を
補
給
す
る

　

夏
は
１
日
に
２
～
３

㍑
の
汗
を
か
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
分

の
水
分
の
補
給
が
必
要

で
す
が
、
単
に
水
分
を

と
れ
ば
い
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
や

ビ
ー
ル
は
か
え
っ
て
胃
腸
の
働
き
を
弱
め

て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
番
い
い
の
は
温
か
い
物
を
少
し
ず
つ

飲
む
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
冷
た
い
も
の

を
飲
む
と
き
は
、
少
し
口
の
中
で
温
め
て

飲
む
と
随
分
と
変
わ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
は
脱
水
を
感
知
し
に
く
い
場
合

が
あ
る
の
で
、
１
時
間
に
１
回
は
水
分
補

給
を
す
る
な
ど
定
期
的
な
水
分
摂
取
が
必

要
で
す
。
喉
が
渇
い
た
と
思
う
と
き
は
、

体
の
水
分
が
足
り
な
い
状
態
な
の
で
、
早

め
早
め
に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
冷
房
の
効
き
す
ぎ
に
注
意
す
る

　

ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た

室
内
に
出
入
り
す
る
と

自
律
神
経
が
ま
い
っ
て

し
ま
い
、
め
ま
い
や
食

欲
低
下
を
お
こ
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

な
る
べ
く
、外
と
中
の

温
度
差
を
５
度
以
内
に
し
、
調
整
で
き
な

い
場
合
は
衣
服
等
で
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

④
し
っ
か
り
と
寝
る

　

夏
バ
テ
の
一
番

早
い
解
消
法
は
睡

眠
で
す
。

　

寝
る
時
の
室
温

は
28
度
が
最
適
で
、

ク
ー
ラ
ー
や
扇
風

機
も
タ
イ
マ
ー
を
か
け
る
よ
う
に
し
、
直

接
風
が
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

体
が
冷
え
す
ぎ
る
と
、
体
温
を
上
げ
る

た
め
に
体
が
無
理
し
か
え
っ
て
体
が
疲
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

「
夏
バ
テ
は
な
ぜ
起
こ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

夏
バ
テ
を
防
止
・
解
消
す
る
対
策

1�　市報しぶし■ 2008.9

8 月 8 日に改善センターで行われ
た 5歳児歯科検診で虫歯の無かっ
た子どもたちです。

月
る い

祈ちゃん

真
ま い

愛ちゃん

これらのことに気をつけて
残暑を乗りきりましょう！

夏
バ
テ
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

活発な意見が飛び交うリーダー会議

数多くの種類の麺類を作っています



男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して
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志
布
志
市
の
夏
の
風
物
詩
と
も
い
う

べ
き
「
第
13
回
志
布
志
み
な
と
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
8
月
１
日
か
ら

12
日
ま
で
開
催
さ
れ
県
内
外
か
ら
81
校
の

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

井
手
元
隆
一
さ
ん
は
、
尚
志
館
高
等
学

校
の
地
歴
科
の
教
諭
で
、
同
校
サ
ッ
カ
ー

部
の
監
督
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
大
会
の

第
１
回
の
開
催
か
ら
現
在
ま
で
、
主
催
者

の
１
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
の
き
っ
か
け
は
平
成
８
年
に
、
同

校
サ
ッ
カ
ー
部
が
九
州
大
会
に
出
場
し
た
際

に
、
佐
賀
県
に
練
習
試
合
に
出
か
け
た
と
き

に
遡
り
ま
す
。
試
合
の
後
の
懇
親
会
の
席

で
佐
賀
の
国
体
チ
ー
ム
の
監
督
か
ら
「
志

布
志
で
練
習
試
合
が
し
た
い
」
と
の
話
し

が
あ
り
、
鹿
児
島
商
業
高
校
や
八
代
工
業

高
校（
熊
本
）な
ど
に
も
呼
び
か
け
8
チ
ー

ム
で
開
催
さ
れ
た
の
が
第
1
回
で
し
た
。

　

し
か
し
、
志
布
志
運
動
公
園
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
練
習
試
合
で
は
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
「
み
な
と
ま
つ
り
」
の
開

催
日
も
近
い
こ
と
も
あ
り
教
育
委
員
会
と

協
議
を
行
い
「
志
布
志
み
な
と
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
命
名
し
て
大
会
を

開
催
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

順
位
を
争
う
も
の
で
は
な
く
、
純
粋
な

練
習
試
合
の
た
め
、
様
々
な
プ
レ
ー
が
試

せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
会
を
重
ね
る
毎

に
参
加
チ
ー
ム
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
３
日
間
の
開
催
だ
っ
た
も
の

が
、、
現
在
は
12
日
間
で
会
場
も
運
動
公

園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
け
で
は
な
く
市
内
外

の
４
会
場
で
連
日
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

井
手
元
さ
ん
は
「
サ
ッ
カ
ー
で
ま
ち
を

活
性
化
し
た
い
」「
将
来
は
Ｊ
リ
ー
グ
の

試
合
を
志
布
志
市
で
開
催
し
、
市
内
の
子

ど
も
た
ち
に
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
と
し
て
活
躍

し
て
ほ
し
い
」と
大
き
な
夢
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
春
の
大
会
も
８
校
の
参
加

で
開
催
さ
れ
る
な
ど
の
サ
ッ
カ
ー
に
対
す

る
純
粋
な
情
熱
が
大
き
な
う
ね
り
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
日
本
の
端
っ
こ
に
あ
る
、
こ
の
場
所

に
多
く
の
チ
ー
ム
が
集
ま
り
練
習
試
合
を

し
ま
す
。
そ
の
選
手
が
試
合
と
志
布
志
市

に
満
足
し
、
も
う
一
度
来
た
い
と
い
う
大

会
を
運
営
し
て
い
き
た
い
」
と
最
後
に
熱

い
抱
負
を
話
す
井
手
元
さ
ん
で
し
た
。

普段は優しい（？）地歴科の先生です

Vol22.井手元隆一さん（47歳）

4 人の指導者が 31 人のサッカー部員を指導します。サッカー部では技術向上だけでなく人間としての成長も学んでいきます。
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今
こ
そ
「
男
性
の
家
庭
進
出
」
を

　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
聞
く
と
、
多
く

の
人
は
、「
女
性
の
社
会
進
出
」
を
思
い

浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
理
解
が
全
く
の
間
違
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し「
女
性
の
社
会
進
出
」

を
考
え
る
だ
け
で
は
、
不
十
分
で
あ
る
。

　

女
性
だ
け
が
仕
事
や
社
会
活
動
と
家
庭
と
の

両
立
を
求
め
ら
れ
て
い
る
状
態
で
は
、
彼
女
た
ち

が
「
男
性
並
み
」
に
活
躍
す
る
こ
と
が
き
わ
め

て
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

一
方
、
男
性
の
多
く
は
生
活
時
間
の
多
く
を
仕
事

に
費
や
さ
ざ
る
を
え
ず
、
家
庭
を
十
分
に
顧
み
る

余
裕
が
な
い
。
こ
れ
は
、
男
性
に
と
っ
て
も
好

ま
し
い
状
態
で
は
あ
る
ま
い
。
必
要
な
こ
と
は
、

男
性
が
家
事
、
育
児
あ
る
い
は
介
護
な
ど
に
も
っ

と
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
い
わ
ば
「
男

性
の
家
庭
進
出
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

男
性
の
育
児
休
業
取
得
の
促
進
な
ど
に
よ
っ

て
、
男
性
の
「
家
庭
進
出
」
が
進
め
ば
、
一
方

で
女
性
が
よ
り
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と

も
に
、
他
方
で
家
族
間
の
繋
が
り
も
よ
り
深

ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
は
、「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
」
に
お
い

て
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
こ
と
を
謳
っ
て
い

る
。「
男
性
の
家
庭
進
出
」
促
進
は
、
こ
の
理

念
を
実
現
化
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
課
題
な
の

で
あ
る
。

気づいてください！

て
望
ま
な
い
選
択
を
し
た
り
、
個
人
の
可

能
性
の
芽
を
摘
ん
で
し
ま
う
と
す
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど
残
念
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
事

業
所
等
を
対
象
と
し
た
「
男
女
共
同
参
画

出
前
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
よ
り
良

い
社
会
作
り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
の
で
、
上

記
ま
で
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

「
団
塊
世
代
講
座
」
開
催
（
第
１
回
）

■
日
時　

10
月
15
日
（
水
）
19
時
～
21
時

■
場
所　

市
文
化
会
館
2
階
集
会
室

■
受
講
料　

無
料

■
テ
ー
マ　

知
っ
て
得
す
る
！
生
活
の
知
恵

■
講
師　

小
浜　

洋
一
氏

　
（
鹿
児
島
県
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会

理
事
長
）
日
本
定
年
力
検
定

協
会
理
事
長
。
東
京
教
育
大
（
現
筑
波
大
）

卒
業
後
、
鹿
児
島
銀
行
に
入
行
。
以
来
、
各

地
の
大
型
店
で
資
産
運
用
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
を
担
当
。「
鹿
児
島
県
FP
セ
ン
タ
ー
」

「
か
ご
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
九
州

金
銭
教
育
普
及
協
会
」
な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

立
ち
上
げ
、
運
営
に
携
わ
る
。
現
在
、
各
団

体
の
講
師
・
非
常
勤
講
師
と
し
て
活
躍
す
る

傍
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
活
動
を
展
開
。
平

成
18
年
に
は
第
1
回「
定
年
力
検
定
」を
実
施
。

数
多
く
の
テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑
誌
か
ら
注
目

さ
れ
、
全
国
か
ら
大
反
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

定
年
後
の
世
界
に
入
る
た
め
の
受
験
勉

強
と
も
い
え
る
「
お
金
」
に
つ
い
て
の
準

備
は
万
全
で
す
か
？
現
役
時
代
と
違
っ
て

減
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
増
え
る
こ
と
は
な

い
「
お
金
」
の
計
算
で
す
か
ら
、誰
に
と
っ

て
も
あ
ま
り
楽
し
い
こ
と
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
定
年
後
の
生
活
を
支
え
る

土
台
と
な
る
こ
と
で
す
か
ら
、
お
ろ
そ
か

に
出
来
な
い
話
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
財
力

の
範
囲
で
、
自
分
な
り
の
計
画
・
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
は
、気
づ
か
な
い
う
ち
に
「
男

だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い
う
意
識
で
、

子
ど
も
達
の
将
来
を
決
め
付
け
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

下
図
は
、
平
成
18
年
度
に
志
布
志
市

民
２
０
０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
「
男
女
共
同
参
画
住
民
意
識
調
査
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
保
護
者
の

中
で
は
、
男
の
子
に
は
四
年
制
大
学
へ

の
進
学
を
望
み
、
女
の
子
に
は
短
大
や

専
門
学
校
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る

方
が
多
い
こ
と
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
こ
の
延
長
上
に
、
職
業

選
択
ま
で
影
響
が
及
び
ま
す
の
で
、
も
し

か
す
る
と
子
ど
も
の
人
生
ま
で
決
定
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

性
別
に
よ
り
親
の
期
待
の
内
容
が
異
な

る
た
め
に
、
子
ど
も
が
本
当
に
や
り
た
い

こ
と
を
で
き
な
か
っ
た
り
、
将
来
に
つ
い

名古屋大学大学院法学研究科
准教授　田村哲樹さん
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優
し
さ
の
根
っ
こ
を
学
び
ま
し
た

　

８
月
27
日
、
市
文
化
会
館
で
風
の
丘 

阿
蘇
大
野
勝
彦
美
術
館
館
長
の
大
野
勝
彦

さ
ん
に
よ
る
「
み
ん
な 

や
さ
し
さ
の
根
っ

子
で
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
題
し
た
、
市

人
権
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く

り
講
演
会
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
、
会

場
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
７
０
０
人
が
集

ま
り
聴
講
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、45
歳
の
時
に
起
き
た
自
己（
事

故
）紹
介
か
ら
始
ま
り
、
現
実
を
受
け
止

め
る
ま
で
の
家
族
の
絆
と
親
子
の
心
の
温

か
さ
を
感
じ
た
話
に
来
場
者
は
皆
、
感
動

し
ま
し
た
。「
今
は
、自
分
に
こ
の
よ
う
な

天
命
を
授
け
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
」と
の
言
葉
に
、人
と
し
て
の
生
き
方

と
命
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

笑いの中にも感動がつまった大野さんの講演の様子

　

洞
穴
は
雨
や
風
を
し
の
ぎ
や
す
く
、
ま

た
年
間
の
温
度
が
比
較
的
安
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
昔
か
ら
人
々
に
よ
り
便

利
な
居
住
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
の
人
々
が
生
活
の
場
と
し
て
利
用
し

て
い
た
洞
穴
遺
跡
は
、
鹿
児
島
県
内
に
お

牙き
ば

で
作
っ
た
釣つ

り
ば
り針

や
動
物
の
骨
で
作
っ
た

か
ん
ざ
し
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す（
写
真
）。

　

こ
の
他
、
同
じ
時
期
の
動
物
の
骨
（
イ

ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
イ
ヌ
・
ア
ナ
グ
マ
・
サ

ル
・
ウ
サ
ギ
・
ム
サ
サ
ビ
・
キ
ジ
な
ど
）、

サ
メ
の
歯
、
魚
の
骨
、
貝
殻
（
ア
ワ
ビ
・

カ
キ
・
タ
ニ
シ
な
ど
）
も
見
つ
か
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
食
料
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

通
常
は
、
こ
の
よ
う
な
骨
や
貝
殻
は

腐
っ
て
し
ま
う
た
め
に
残
る
こ
と
は
珍
し

い
の
で
す
が
、
洞
穴
遺
跡
の
場
合
は
残
り

や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
九
州
で
は
絶
滅
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
骨
も
見
つ

か
っ
て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
場
所
が
海
か

ら
約
10
㌔
離
れ
た
山
中
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
海
水
産
の
貝
類
が
多
い
こ
と
は
注

目
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
火
を
使
っ
た
跡
と
考
え
ら
れ
る
赤

く
焼
け
た
土
や
石
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
に
住
ん
で
い
た
縄
文
時
代
の

人
々
は
、
周
囲
の
山
々
で
山
菜
・
木
の
実
・

果
実
の
採
集
と
動
物
の
狩
り
（
イ
ヌ
を
連

れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
を
行
い
、

周
辺
の
川
や
志
布
志
湾
で
貝
や
魚
を
と
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
採
集
や
狩
り
の
キ
ャ
ン
プ
地

あ
る
い
は
休
憩
場
所
と
し
て
、
こ
の
洞
穴

を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
片
野
洞
穴
は
志
布
志
に

住
ん
で
い
た
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活
と

そ
の
当
時
の
環
境
を
う
か
が
い
知
る
う
え

で
、
貴
重
な
文
化
財
と
言
え
ま
す
。

　

春
は
貝
の
採
集
や
山
菜
摘
み
、
夏
～
秋

は
漁
や
貝
の
採
集
、
秋
～
冬
は
木
の
実
や

果
実
の
採
集
、
冬
は
動
物
の
狩
り
と
い
っ

た
よ
う
に
、
縄
文
時
代
の
生
活
は
四
季

折
々
の
自
然
の
豊
か
な
恵
み
に
依
存
し
て

い
ま
し
た
。

　

縄
文
時
代
の
人
々
は
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
敏
感
に
察
知
し
、
四
季
の
変
化
に
応

じ
て
「
旬
」
の
食
材
を
上
手
に
獲か

く
と
く得
し
、

味
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

食
料
の
多
く
を
輸
入
に
依
存
し
、
ま
た

旬
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
た
現
代
に
生
き

る
私
た
ち
が
、
豊
か
な
自
然
と
上
手
に
共

生
し
て
い
た
縄
文
時
代
の
人
々
か
ら
学
ぶ

こ
と
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

い
て
約
10
か
所
程
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
一
つ
が
片
野
洞
穴
で
す
。

　

片
野
洞
穴
は
志
布
志
町
内
之
倉
中
川
内

に
あ
り
ま
す
。洞
穴
は
南
向
き
に
開
口
し
、

そ
の
前
に
は
幅
３
㍍
程
の
小
川
が
流
れ
て

い
て
、
夏
で
も
涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
洞
穴
は
地
下
水
が
シ
ラ
ス
台
地
を

浸
食
し
て
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
入
口
は
高
さ
約
８
㍍
、
幅
12
㍍
、
そ

し
て
奥
行
は
約
70
㍍
あ
り
ま
す
。

　　

昭
和
39
年
に
旧
志
布
志
町
教
育
委
員

会
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
早
期
（
約

６
５
０
０
年
前
）
～
古
墳
時
代
（
約

１
５
０
０
年
前
）
の
土
器
や
石
器
な
ど
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
縄
文
時
代
後
期
（
約
３
５
０
０

年
前
）
の
土
器
と
と
も
に
、
イ
ノ
シ
シ
の

夏でも涼しく感じる片野洞穴の入り口付近

洞穴内で見つかった貴重な品々

■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　Tel 472-1111（内線 333）　
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【チケット取扱】やっちくふれあいセンター・志布志市文化会館・くにみ書店・島津楽器・三昧堂・市役所売
店・アピア・プラッセだいわ鹿屋店・市内郵便局・チケットぴあ　ファミリーマート、サンクス・ローソン

“ バドミントン教室 ” の案内！！
■日　　時：平成 20 年 11 月上旬～ 12 月上旬
毎週水曜日（計５回）の２時間程度
■場　　所：志布志運動公園体育館
■参	加	料：1,500 円（保険料込み）
■そ	の	他：ラケットは持参になります
■募集人員：約 50 人程度
■申込期日：10 月 1日～（予定）
■申	込	先：生涯学習課　生涯スポーツ係
　　℡ 472-1111（内線 332）

※日時、募集人員は変更になる場合がございます。

これからの志布志創年市民大学プログラム（予定）
No 日時 講義内容及び講師

9
9/24（水）
　18:50 ～

地域好学Ⅵ「小さな商店街の果敢な挑戦
～地域に支えられる商店街の奮闘記～」
宇宿商店街振興組合　理事長　河井達志

10

10/8（水）
　18:50 ～

地域好学Ⅶ・人間好学Ⅲ
今、全国から注目の武雄市長来志！
「がばいばあちゃんと武雄のまちづくり」
佐賀県武雄市長　樋渡　啓祐

11
10/11（土）
　7:50 ～

地域好学Ⅷインタビュー一日遠足
「現地視察！あいあいマップのまちづくり」
姶良地域アニメーター　長谷川きよみ

※途中入学大歓迎です！
※プログラムは諸事情により変更されることがあり
　ます。
■問い合せ先　市民大学事務局　℡ 472-3050

自主文化事業　松竹特別公演
一、華やか舞踊ショー　嘉島まつり
二、傑作喜劇　江戸みやげ狐狸狐狸ばなし

～お芝居出演者　山本陽子、中山仁ほか～

○期日　9月25日（木）
○開場　17:30
○開演　18:00
○会場
　やっちくふれあいセンター
○チケット好評販売中！
　　　料金（全席指定）
	　　　4,000 円（税込み）

○問い合わせ先
やっちくふれあいセンター　℡ 481-4000

志布志市自主文化事業
チケット好評発売中！
　全席指定￥4,000（税込）
　					（当日￥4,500（税込））
■問い合わせ先
　志布志市文化会館　℡ 472-3050

～母に捧げる哀悼歌～

　吾
われ

亦
も

紅
こう

すぎもとまさと
with すぎもと バンド

　　　　　ファン待望の地方初公演に
　　　　　　　　　　　ご期待ください！

○期日　10 月 13 日（月・祝）

　　　　17 時 30 分（開場 17 時）

志布志市文化会館

■
第
五
話　

片か
た
の
ど
う
け
つ

野
洞
穴

19　市報しぶし■ 2008.9

教育委員会情報ネット
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■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせん読み聞かせ会 14 時〜
○ 本館読み聞かせ会 14 時〜

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

新刊案内
■「波打ち際の蛍」　島本　理央著

　川本麻由はかつての恋人によ
るＤＶで心に傷を負い、生きる
ことに臆病になっていた。ある
日、通院先で植村蛍に出会い、
次第に惹かれてゆくが・・・。
どこまでも不器用で痛く、目が
眩むほどスイートな恋愛小説。

■「らしく」　五十崎　由記箸
　海辺の小さな町。彼女は少しス
レた女子高生だった。けれど周囲
の評判のわりには、純情だったー。
17歳の女子高生と23歳の社会人。
ふたりの恋は許されるのか。WEB
サイト「アルファポリス」掲載の
オンライン小説を書籍化。｛アル
ファポリス恋愛小説大賞特別賞｝

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「おじいちゃんおばあちゃん」

各分館の読み聞かせ会
■ 9月 13 日（土）	 午前 10 時 30 分	 松山分館（やっちくふれあいセンター内）　読み聞かせ会
	 午前 10 時 30 分	 香月分館　　読み聞かせ会
	 午後				2 時	 安楽分館　　読み聞かせ会
■ 9月 27 日（土）	 午前 10 時	 有明分館　　読み聞かせ会
	 午前 10 時 30 分	 志布志分館　読み聞かせ会

今月のテーマ図書
「敬老の日　読書のすすめ」

4

土

休館日カレンダー（本館）

October　10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 1 2 3
5 6 7 8 9 10 11

September　９ 月
日 月 火 水 木 金
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25

○
○

○

夏休み手づくり絵本教室を実施しました
　７月 27 日と８月３日の 2回の日程で手づくり絵本教室を実施しました。今回は 9組の親子のみなさんが、
絵本づくりに挑戦し、それぞれにすばらしい絵本ができあがりました。
　この絵本は、２月の図書館まつりで展示させていただくことにしています。

○

○

素敵な絵本ができました
　さんふらわあでは、船内売店でしか買えないオリジナ
ルグッズが数多くあります。
　タオルやＴシャツ、帽子、ボールペン、シャープペン
シルと様々です。
　今回は、さんふらわあ志布志航路利用促進協議会の提
供で、さんふらわあグッズの中でも特に人気のある「ク
ルッピー」を今月と来月の市報しぶしの読者プレゼント
で 5人ずつに差し上げます。
　応募は 25㌻の応募はがきにてお願いします。なお、
応募の際は、さんふらわあ利用についてや志布志市につ
いての皆様からのご意見もお聞かせください。

　

志
布
志
と
大
阪
の
間
を
一
日
一
往
復

す
る
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」。

　
「
毎
日
見
る
け
ど
、
船
の
中
に
行
っ

た
こ
と
は
な
い
な
ぁ
・
・
・
」「
昔
乗
っ

た
け
ど
、
今
ど
げ
ん
な
っ
ち
ょ
っ
と
か

ね
？
」
こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

船
室
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
！

　

今
回
は
、特
等
室
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

定
員
は
３
名
で
す
が
、
お
２
人
で
の
利

用
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
ホ
テ
ル
の
ツ
イ

ン
ル
ー
ム
と
い
っ
た
感
じ
で
、
ト
イ
レ

や
お
風
呂
の
設
備
や
、
浴
衣
や
タ
オ
ル

な
ど
の
グ
ッ
ズ
も
つ
い
て
い
ま
す
。

バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
豪
華
に
！

　
　
　

～
船
内
レ
ス
ト
ラ
ン
～

　

船
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
バ
イ
キ
ン
グ

形
式
で
、
美
味
し
い
料
理
を
好
き
な
だ

け
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
だ
け
で

な
く
、
志
布
志
市
内
で
作

ら
れ
た
パ
ン
が
食
べ
ら
れ

る「
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
」

も
あ
り
ま
す
。

展
望
風
呂

　

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
船
内
で
は
、
乗
船

客
は
朝
、
夕
、
無
料
で
入
れ
る
展
望
風

呂
が
あ
り
ま
す
。
朝
は
大
き
な
窓
か
ら

太
平
洋
を
ご
覧
頂
け
ま
す
。

　

ボ
デ
ィ
シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ン
ス
イ
ン

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
は
備
え
付
け
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ち
ょ
っ
と
疲
れ
が
と
れ
な
い
、
そ
ん

な
時
は
サ
ウ
ナ
に
入
り
た
っ
ぷ
り
と
汗

を
か
い
て「
疲
労
回
復
」し
て
み
ま
せ
ん

か
。
こ
ん
な
楽
し
み
が
あ
る
の
も
船
旅

な
ら
で
は
で
す
。
皆
さ
ん
も
世
間
の
喧

噪
を
忘
れ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
予
約
や
料
金
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先

　
（
株
）
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
布
志
支
店

　

℡
０
９
９
ー
４
７
３
ー
８
１
８
５

～
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
旅
に
出
ま
せ
ん
か
！
～

　ゼンマイ仕掛けの「クルッ
ピー」はケースのフチにさし
かかってもクルッと回って落
ちません（条件あり）。受験生
のお守りにいかが？（700 円）

読者プレゼント
特別版

「クルッピー　さんふらわあ」
　全長約 6.6cm
　全幅約 3.5cm
　全高約 4.2cm

あなたも船旅に出かけませんか？

航海中のさんふらわあ

とても豪華な特等室

眺望が最高の展望風呂

食事がおいしいのも魅力です

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）
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①職員給与の状況（平成 20 年度一般会計当初予算計上分）
一般職員

（Ａ）
給与費 一人当たり

給与費（B/A）給　料 職員手当 計（Ｂ）
人

363
千円

1,415,144
千円

811,990
千円

2,227,134
千円

6,135
※ 1　職員手当には退職手当を含みません。
※ 2　職員数には教育長を含んでいます。

②歳出総額に占める職員給与費の割合（平成 20 年度一般会計当初予算計上分）
歳出総額（A） 給与費（B） 給与費率（B/A）

千円
19,878,000

千円
2,729,951

%
13.7

※  　給与費には特別職分（市長、副市長）を含んでいます。

③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成 20 年 4 月 1 日現在）

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 円
327,471

円
377,068

歳
42.53

技能労務職 350,300 360,615 53.03
※ 平均給与額は、平均給料月額に扶養手当、通勤手当、
 住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など加えた 
 ものです。
④職員の初任給の状況　　　　  （平成 20 年 4 月 1 日現在）

区　分 一般行政職 技　能　職 国の制度
（行政職）

大学卒 円
161,600

円 円
172,200

高校卒 140,100 137,200 140,100

⑤一般行政職の級別職員数の現状（平成 20 年 4 月 1 日現在）
区　分 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級

標準的な
職務内容 課 長 課 長 課長補

佐・主幹
主 任 主
査・係長

係長・主
査・技
術主査

主 事・
技 師

主事・技
師・主事
補・技師補

職員数
（人） 4 31 124 29 64 33 14

構成比
（％） 1.3 10.4 41.5 9.7 21.4 11.0 4.7

⑥期末勤勉手当の支給率　　　　　　　　　　　　（月分）

区　分 支給期別支給率 支給率計6 月期 12 月期
志布志市 2.15 2.35 4.5

国 2.15 2.35 4.5

⑦退職手当の支給率　　　　　　　　　　　　　　（月分）
区　分 20 年勤続の者 25 年勤続の者 35 年勤続の者 最高限度
支給率 32.76 41.34 59.28 59.28

⑧特殊勤務手当の状況
手 当 名 内　容 金額（円）

税務手当 賦課徴収事務・臨戸徴収事務
（賦課）月　1,500
（徴収）月　3,000
（臨戸徴収）日300

防疫手当 感染症患者の救護作業ほか 日　　　300
徴収金徴収手当 市の収入金の徴収事務 日　　　300
保健師手当 保健師の業務 月　 　1,000
旅行病人及び行旅
死亡人取扱手当 行旅病人又は行旅死亡人の取扱（保護等）日    500

（収　容）日 1,000
用地交渉手当 公共用地取得等の交渉業務 日　　　300
ケースワーカー手当 ケースワーカーの業務 月　　 5,000

⑨その他の手当の状況　　　（平成 20 年 4 月 1 日現在）
区
分 内容 金額 国の制度

との異同
国の制度と
異なる内容

扶

養

手

当

・配偶者
円

13,000

　同　じ
・配偶者以外 1 人につき 6,500
・配偶者のいない職員の
   扶養親族（1人目のみ） 11,000

・16歳から22歳までの扶 
   養親族（1人につき）

5,000
（加算）

住
居
手
当

・借家（支給限度額） 27,000（借家）同じ

・持家 2,500（持家）異なる

（持家）
新 築 又 は 購
入 の 日 か ら
5 年間まで

通
勤
手
当

・支給限度額（40km以上）
15km未満
600円/1km（2km未満を除く）
15km以上
8,900円+2,400/5km

20,900 異なる
（支給限度額）

60km 以上
24,500

⑪部門別職員数の状況
区分

部門
職員数（人） 対前年増減数（人）

平成18年 平成19年 平成20年 平成18年 平成19年 平成20年

福
祉
関
係
を
除
く

　
　
　
　

一
般
行
政

議　会 5 5 5 △ 4 0 0
総　務 96 94 90 △ 14 △ 2 △ 4
税　務 32 32 33 △ 1 0 1
農林水産 60 57 56 △ 9 △ 3 △ 1
港湾商工 7 8 10 2 1 2
土　木 33 35 32 5 2 △ 3
小　計 233 231 226 △ 21 △ 2 △ 5

福
祉
関
係

民　生 51 48 42 8 △ 3 △ 6
衛　生 27 25 28 5 △ 2 3
小　計 78 73 70 13 △ 5 △ 3

一般行政計 311 304 296 △ 8 △ 7 △ 8
特
別

行
政

教　育 63 61 52 △ 12 △ 2 △ 9
小　計 63 61 52 △ 12 △ 2 △ 9

公
営
企
業
等

水　道 13 13 13 2 0 0
下水道 2 2 2 0 0 0
その他 10 11 12 △ 8 1 1
小　計 25 26 27 △ 6 1 1

総合計 399 391 375 △ 26 △ 8 △ 16
※ 1 職員数は、一般職に属する職員数です。（教育長
 を含み、臨時又は非常勤職員を除きます）。
※ 2 公営企業等の「その他」には、国保事業及び介護
 保険事業に従事する職員数を計上しています。

①職員の競争試験（平成 19 年度）

区　分 申込者数 第1次受験
者数（A）

第 1 次
合格者数

最終合格
者数（B）

競争率
（A）/（B）

一般事務 58 51 10 3 17.0
土　木 5 5 1 0 0
建　築 2 2 1 1 2.0
保健師 6 6 3 1 6.0

埋蔵文化財 2 2 1 1 2.0
合　計 73 66 16 6 11.0

②職員の採用及び退職の状況
（1）職員の採用の状況　　　　　　　　　（平成 19 年度）

区　分 競争試験 計男性 女性

職　種

一般事務 1 2 3
建　　築 1 0 1
保 健 師 0 1 1
埋蔵文化財 1 0 1

計 3 3 6

（2）職員の退職の状況（平成19年4月1日～平成20年3月31日）
区　分 男性 女性

定 年 退 職 5 1 6
勧 奨 退 職 7 5 12
その他退職 2 0 2

計 14 6 20

③職員の勤務時間、休暇及び旅費等に関する勤務条件の状況
（1）職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）

１週間の
勤務時間 開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間

40 時間 午前8時30分 午後5時15分

正午から午後零
時15分まで及び
午後5時から午
後5時15分まで

午後零時15分
から午後1時
まで

（2）年次有給休暇の取得状況（平成19年1月1日～12月31日）
総付与日数

Ａ
総使用日数

Ｂ
対象職員数

Ｃ
平均取得日数

Ｂ/Ｃ
消化率
Ｂ / Ａ

10,100 日 2,965.8日 266人 11.1日 29.4％

（3）育児休業の状況　　　　　　　　　　（平成 19 年度）
区　　分 男性 女性 計

育児休業の承認件数 0 2 2
育児休業期間延長の承認件数 0 0 0

（4）旅費制度の概要　　　　　　　　　　（平成 19 年度）

区　分 日　　当 宿泊料（1夜につき） 食卓料（1
夜につき）

甲地方（県
外片道150km
以上の地域）

乙地方
（県内）

甲地方（県
外片道150km
以上の地域）

乙地方
（県内）

市　長 3,000 2,200 14,800 13,300 3,000
副市長
教育長 2,600 2,000 13,100 11,800 2,600

一般職員 2,200 1,800 10,900 9,800 2,200
※　別途半日当地域及び日当なし地域の定めがあります。

④職員の分限及び処分の状況
（1）分限処分者数（平成 19 年度）

区　　分 降任 免職 休職 降級 計
心身の故障の場合 3 3
※　勤務実績が良くない場合・職に必要な適格性を欠く
　　場合・職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、
　　過員を生じた場合・条例で定めた事由による場合の
　　分限処分はありませんでした。

（2）懲戒処分
区　　分 戒告 減給 停職 免職 計

法令に違反した場合 1 1

⑤職員研修の状況
区　分 回数（回） 人数（人）

一 般 研 修 自治研修所 8 93
専 門 研 修 自治研修所等 16 32
市単独研修 係長研修ほか 8 507

合　計 32 632

⑥職員の健康管理等に関する福祉の状況
（1）職員の健康診断の状況（平成 19 年度）

区　分 受診者数（人）
定期健康診断 516（臨職含む）
人 間 ド ッ ク 125　　  　　　

⑦職員の勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関
　する不服申立等の利益の保護の状況

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 19 年度）
　　該当なし

（2）不利益処分に関する不服申立ての状況（平成 19 年度）
　　該当なし
⑧公平委員会の業務の状況

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 19 年度）
　　該当なし

（2）不利益処分についての不服申立ての状況
　　該当なし

人事行政の運営等の状況の公表
　志布志市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平
成 18 年志布志市条例第 191 号）第 7 条の規定により、志布
志市における平成 20 年度志布志市職員の給与の状況及び平
成 19 年度人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します。

志布志市人事行政の運営等の状況について公表します

⑩特別職の報酬等の状況　　　　（平成 20 年 4 月 1 日現在）
区　分 給料月額（円） 区　分 報酬月額（円）
市　長 848,000 議　　長 402,800
副市長 667,000 副 議 長 316,600
教育長 622,000 各委員長 308,500

議　　員 294,000
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　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5 枚
とさんふらわあグッズクルッ
ピー（21㌻参照）を 5 人の
方にプレゼントします。（発
表は発送をもってかえさせて
いただきます）

（No.033/2008-08）

　　　誠
まこと

さん　　　　　　　　　　　　21 歳（有明町野井倉）
職業：冨士屋製菓
趣味：ソフトボール、ドライブ
余暇の過ごし方：愛車を洗車したり、買い物に行ったりしています。
理想の異性：元気で明るい人
今のお仕事はどうですか：
　製造という立場にたってお客様に、より良い商品を造るという事にとて
もやりがいを感じています。
夢は：一人前の職人になりたいです。
志布志市に望むこと：活気あふれる志布志市になりますように！
友人（宮田さん（ファンクラブ一同））から一言：
　いつも笑顔のステキナ誠ちゃん！早くかわいい “彼女 ” を見つけてネ♡

キラリ青春に登場してくださる方を募集
しています。自薦他薦は問いません。市
報担当までご連絡ください。
　　■連絡先　℡ 474-1111（内線 215）

救仁郷さん（90 歳）　　　　　　　　　　			　　　　志布志町帖
　救仁郷さんは見晴らしの良い自宅で自炊をして生活しています。と

ても元気で、すぐ隣の子どもさんの家に炊事や洗濯といった家事のほか、
庭の掃除をしに出かけるほど元気です。

　朝は 6時に起床して新聞で大好きな時代劇のテレビ放送の時間を確認して、
何もない時に、家事や家庭菜園の手入れ等の様々な仕事をしているといいます。

また、2日に 1回は少し離れた墓地まで歩いて墓参りに行きますが、その途中にあ
る自治会が植えている花壇の草取りをしながら行きます。
　近くであるグラウンドゴルフの練習には近くに住む妹さんと一緒に手作りのおやつ
を持って見学に行き、みんなで一緒にお茶話を楽しんだりするなど周りにはいつも笑
顔があふれています。また、夜眠れないときは明かりを消して自宅前の車の数を数え
るのが趣味で「1時間に多い時は 600 台以上通ることもあります」と笑顔で話します。
　11 人の孫と 13 人のひ孫の成長を楽しみに、元気よく体を動かして「人に喜んでも
らうのが楽しみ」と明るい笑顔で家族や友達と、心身ともに健康に暮らしています。

　　　雛
ひなの

乃ちゃん（1歳 1か月）
　　　　　　　　（志布志町安楽）
父　幹さん　母　智砂さん

　見た目は、可愛い女の子ですが、男
の子勝りで、やんちゃな「ひなの」です。
　いたずらをして、パパに怒られると、
ママのところへ猛ダッシュで助けを求
めるようになりました。これからも元気
いっぱい育ってね。そして大きくなった
らパパとデートしようね♡（両親より）

　　　利
り く と

久人ちゃん（1歳9か月）（有明町野神）
父　久也さん　母　香利さん

　4月から保育園に通って、お友達と元気いっ
ぱい遊んでいる利久人！！
　最近のマイブームは、ゴーオンヂャーとア
イスとお笑い！！表情が豊かでいつも楽しま
せてもらってます。
　茶工場が大好きな利久人☆大きく大きく
なぁれ～　　　　　　　　　　　　（両親より）

市
民
の
広
場

2008.9 ■市報しぶし　2�

　ひまわり券とは、マイロードクリーン大作戦やお
じゃったもんせクリーン作戦などに「参加してくれ
てありがとう」の感謝の気持ちを「券」にしたもの
です。志布志市内だけの地域通貨です。
　マイロードクリーン大作戦に参加したら３枚な
ど、その後の活動報告書により「ひまわり券」は増
えていきます。
　この「ひまわり券」は次のサービスと交換できます。
①ひまわり油 1本（280ml）	 …20 枚
②トイレットペーパー（1個）	…1枚
③ひまわり固形石鹸（1個）	 …2枚
④ひまわり液体石鹸（1個）	 …3枚
⑤循ちゃん堆肥 15kg（1袋）	 …6枚
⑥循ちゃん堆肥 5kg（1袋）	 …2枚
⑦ひまわりハンカチ（1枚）	 …2枚
⑧指定ごみ袋（1袋）	 …4枚
⑨元気野菜（1個）	 …2枚～ 5枚
※交換方法など詳しくは市役所環境政策課までお問
　い合わせください。（℡ 474-1111 内線 131）

志布志市地域通貨
「ひまわり券」

読者プレゼント

※ひまわり券に使用期限が平成 20 年 5月 31 日までとありますが今年度中は使用できます。

読者プレゼント

　　　紘
こうき

樹ちゃん（6歳）	　（松山町新橋）
　　　父　宏久さん　母　めぐみさん
　いつも、元気いっぱいのこうきです。お姉
ちゃんとけんかしながら、毎日、仲良く遊ん
でいます。
　スイカと納豆が大好物で好き嫌いもなく、
何でもたべて、ドラえもんとかけっこ、自転
車乗りが大好きです。
　毎晩、おじいちゃんと牛小屋を見回りする
のが、日課です。将来は、牛飼いかな？
（両親より）

　８月某日、市内で今年のＫＫＢふるさとＣＭ大賞の撮影
を行いました。今回は志をテーマにした作品です。
　テレビ放送の際はぜひご覧ください。

あ
た
や



大
好
き
な
「
志
布
志
市
！
」

　

県
外
の
者
で
す
。
今
回
こ
の
「
し
ぶ

し
」
の
広
報
を
手
に
し
て
見
て
み
ま
し

た
が
、
と
て
も
読
み
や
す
く
い
ろ
ん
な

情
報
で
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。

　

私
は
松
山
町
の
隣
の
町
で
「
や
っ
ち

く
松
山
」
が
近
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
催

し
に
は
出
か
け
て
い
ま
す
。
地
域
の

方
々
の
が
ん
ば
り
が
と
て
も
い
い
で
す

ね
。
そ
れ
と
志
布
志
は
、
よ
く
ド
ラ
イ

ブ
に
出
か
け
ま
す
。
海
岸
線
の
ド
ラ
イ

ブ
コ
ー
ス
は
と
て
も
好
き
な
の
で
す

が
、
海
側
の
道
路
沿
い
の
雑
草
で
眺
め

が
悪
い
の
で
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か

と
毎
回
思
い
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
す
。

住
人
で
は
な
い
私
で
す
が
、
私
の
希
望

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
「
志
布

志
」
も
っ
と
楽
し
い
町
に
な
り
ま
す
よ

う
に
。　
　
　
（
圏
外
さ
ん
46
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

志
布
志
市
は
海
と
山
の
自
然
が
い
っ
ぱ

い
の
風
光
明
媚
な
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
が

あ
り
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
さ
ら
に

素
敵
な
「
志
布
志
」
に
な
る
よ
う
圏
外

さ
ん
の
ご
意
見
は
担
当
者
に
伝
え
ま
す
。

ビ
デ
オ
ル
ー
ム
の
復
活
を
希
望
し
ま
す

　

図
書
館
に
以
前
あ
っ
た
ビ
デ
オ
、

オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
を
再
度
設
置
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
今
後
、
最
低
10
年
以

上
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
メ
イ
ン
に
な
る
と
思
い

ま
す
。'50
年
代
'60
年
代
の
懐
か
し
い
映
画
、

ド
ラ
マ
が
見
や
す
い
状
況
に
あ
る
の

で
、一
考
の
価
値
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
宿
泊
券

も
嬉
し
い
で
す
が
、数
が
少
な
い
、そ
し

て
温
泉
名
称
を
募
集
す
る
な
ら
ば
ダ
グ

リ
だ
け
で
な
く
市
内
の
温
泉
の
無
料
入

浴
券
を
数
多
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
温
泉

に
ま
ず
入
っ
て
も
ら
っ
て
名
称
を
考
え

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
最
後
に「
お
便
り
市
民
の
こ
え
」に

〆
切
り
が
あ
る
な
ら
明
記
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。（
機
龍
改
さ
ん
43
歳
男
性
）

　
　
　
　

▼

　

図
書
館
の
Ｃ
Ｄ
・
Ｌ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
は
、

機
器
の
老
朽
化
に
よ
る
故
障
が
多
発
し

た
た
め
廃
止
し
、
現
在
は
読
書
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
利
用
形
態
に
つ
き
ま
し

て
は
種
々
検
討
中
で
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
各
施
設

等
か
ら
の
ご
好
意
に
よ
る
提
供
で
す
。

皆
様
か
ら
の
多
く
の
お
便
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。な
お
、お
便
り
コ
ー
ナ
ー

に
は
締
め
切
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
毎
月

12
日
を
過
ぎ
て
か
ら
頂
い
た
も
の
は
次

月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
と
な
り
ま
す
。

リ
ユー
ス
に
つい
て

　

こ
ん
に
ち
は
・
・
・
毎
月
楽
し
み
に

愛
読
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
と
も
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
お
便
り

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
ゆ
ず
り
ま
す
…

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
…
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
特
に
子
ど
も
（
ベ
ビ
ー
）
用
品

や
農
機
具
な
ど
…
Ｒ
ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
で
す
よ

ネ
。
ご
み
も
減
っ
て
一
石
二
鳥
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

直
接
電
話
番
号
な
ど
を
掲
載
す
る
の

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
心
配
な
の
で
窓
口
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
苺い

ち
ご
い
ち
え

一
逢
さ
ん
40
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
７
月
か
ら
ご
み
の
戸
別
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
「
も
っ

た
い
な
い
な
ぁ
」「
ま
だ
使
え
る
」
と

い
う
も
の
が
捨
て
て
あ
り
ま
す
。毎
月
、

第
二
月
曜
日
に
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
（
℡
４
７
１
ー
６
０
５
０
）
で
そ

の
よ
う
な
も
の
を
集
め
て
「
掘
り
出
し

物
市
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
粗
大
ご
み
の
戸
別
回
収

に
つ
い
て
は
市
役
所
環
境
政
策
室
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
バ
ザ
ー
な
ど
に
出
品
す
る
に

は
少
な
い
と
い
う
方
も
市
役
所
環
境
政

策
室
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
リ
ユ
ー
ス
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
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短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

六
回
忌
の
夫
へ
供
ふ
る
水
仙
の
花
よ
あ
な
た
の
手
の
証
な
り	

畑　

美
佐
子

し
ば
ら
く
は
誰
も
来
な
い
で
ゐ
て
欲
し
い
少
し
も
動
か
ぬ
浮
雲
と
居
て	

前
原　
　

恭

足
弱
き
夫
に
運
転
免
許
証
返
納
を
進
め
る
息
子
の
気
遣
ひ	

永
田
ミ
ツ
エ

念
願
の
叶
う
一
日
終
戦
日
特
攻
会
館
へ
行
き
ぬ
家
族
で	

隈
元　

チ
エ

こ
の
年
も
変
ら
ぬ
猛
暑
八
月
の
つ
い
た
ち
夫
の
二
十
五
回
忌	

山
口　

良
子

花
火
な
ど
出
来
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
遠
く
来
て
庭
い
っ
ぱ
い
に
は
し
や
ぐ
孫
た
ち	

野
口　

順
子

歌
会
の
は
じ
め
に
受
け
る
お
茶
一
杯
心
和
め
り
師
の
気
づ
か
い
に	

石
橋　

道
子

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

足
す
水
の
卓
に
零
れ
て
水
中
花 

濱
松　

精
志

鬼ほ
お
ず
き灯
の
ま
だ
熟
れ
き
れ
ず
雨
の
中 

河
野　

通
人

星
流
る
戦
火
絶
え
ざ
る
青
い
星 

冨
山　

達
次

灯
籠
の
闇
を
揺
ら
し
て
流
れ
け
り 

米
澤　

二
郎

蝉
時
雨
記
憶
装
置
は
壊
れ
け
り 

森
下　

純
吐

か
な
か
な
に
空
遠
く
あ
り
鳴
き
止
ま
ず 

冨
山　

茂
子

梅
雨
明
け
や
少
し
伸
び
た
る
子
の
背
丈　

 

北
野　

治
美

白し
ら
は
え

南
風
や
お
産
間
近
の
里
帰
り 

吉
村　

万
里

人
ご
と
の
や
う
に
済
ま
せ
ば
月
涼
し 

和
田　

洋
文

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

焼し
ょ
ち
ゅ酎

が
加か

し勢
焦こ

が
れ
た
胸む

ね

を
や
っ
と
言ゆ

っ	

野
崎　

満
夫

後あ
と
と
い

継
者
が
居お

ら
じ
勿て

こ体
な
か
医い

し
ゃ者

ん
豪う

っ邸	

丸
目
南
兵
衛

医い
し
ゃ者

ど
ん
の
顔つ

ら

せ
か
見み

れ
ば
病び

ょ気
は
治ゆ

な

っ	

畑
山　

敏
昭

多う

け
出だ

し
め費

財ふ

ぞ布
ど
ま
年ね

ん
じ
ゅ中

ひ
ー
ひ
言ゆ

っ	

宮
原　

三
照
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市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（内容によっては一部
修正して掲載する場合もあります）
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します。
内容につきましては紙面の都合
で割愛する場合があります）

お便り市民のこえに今月は 12 通のお便りを頂きました。読者プレゼントのひまわり券
は 5人の方に、宿泊券は 1人の方に差し上げます。（コメントの記入をお願いします）

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

給
油
所
に
は
じ
め
て
並
ぶ
軽
の
愛
車
五
千
円
札
に
つ
り
銭
受
け
る	

畑
山
み
つ
き

物
価
高
知
恵
を
し
ぼ
り
て
わ
が
生
活
自
給
自
足
の
野
菜
く
だ
も
の	

福
元　
　

忍

み
ど
り
の
日
播
種
せ
し
向
日
葵
真
夏
日
に
一
五
〇
〇
の
朝
顔
日
に
耀
く	

徳
田　

将
人

寝
ど
き
た
る
深
々
夜
満
天
に
き
ら
め
き
合
ひ
て
星
の
遊
び
ぬ	

矢
野　

む
つ

目
前
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
に
制
服
の
遺
影
本
番
待
つ
が
に	

野
口　
　

嵐

古
き
も
の
用
な
き
品
を
手
に
取
り
て
過
ぎ
し
月
日
の
重
さ
感
ず	

川
崎　

サ
チ

冷
凍
の
蜂
の
子
給
り
暑
気
払
い
不
気
味
が
り
つ
つ
夫
と
分
け
あ
う	

澤
津
川
頼
子

四
世
代
暮
ら
せ
し
日
々
の
義
母
と
孫
あ
や
と
り
し
つ
つ
会
話
の
弾
む	

萩　
　

幸
子

あ
の
世
ま
で
持
っ
て
行
か
れ
ぬ
ク
ー
ラ
ー
ね
夫
も
う
な
ず
き
涼
に
く
つ
ろ
ぐ	

木
下
マ
キ
子

俳
句
（
左
右
句
会
）

土
偶
よ
怒
る
元
気
は
ま
だ
あ
る
か 

竹
田　
　

萍

訛
り
ま
で
笊
に
入
れ
て
る
リ
ン
ゴ
売
り 

吉
田　

十
二

人
声
も
風
も
止
ま
っ
た
被
爆
の
日 

若
松
田
鶴
子

朧
夜
の
色
の
ル
ー
ジ
ュ
を
買
い
に
ゆ
く 

暉
峻　

康
瑞

老
い
の
身
を
ゆ
さ
ぶ
り
に
来
た
青
嵐 

肱
岡
ち
か
子

夏
山
よ
余
生
の
線
を
ど
こ
で
引
く 

天
水
美
保
子

後
期
と
は
何
方
様
で
す
風
光
る 

東
平　

要
一

入
道
雲
が
昭
和
の
嗚
咽
を
こ
ぼ
し
て
い
る 

藤
後
む
つ
子

御
在
所
岳
の
娘
で
す
！

　

ペ
ン
ネ
ー
ム
志
布
志
の
御
在
所
岳
の

娘
で
す
。関
西
に
現
在
住
ん
で
い
ま
す
。

　

市
報
し
ぶ
し
７
月
号
に
田
之
浦
小
学

校
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

母
に
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
を
見
て
、
み
ん
な
い
い
顔
で
、
す

ご
く
輝
い
て
い
る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

私
も
２
児
の
母
で
す
。４
年
生
の
男
の

子
と
１
年
生
の
女
の
子
で
す
。
２
人
と

も
志
布
志
の
（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
）こ
と
が
大
好
き
で
す
。

　

当
時
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
２

人
に
聞
か
せ
て
あ
げ
た
ら
「
小
学
校
を

見
に
行
き
た
い
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

冬
休
み
の
間
、
帰
る
予
定
を
し
て
ま

す
。
何
か
行
事
が
あ
れ
ば
参
加
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

（
御
在
所
岳
の
娘
さ
ん
34
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

子
ど
も
さ
ん
達
と
母
校
へ
の
訪
問
と

て
も
楽
し
み
で
す
ね
。
ず
っ
と
市
内
に

住
ん
で
い
る
と
、
良
い
と
こ
ろ
も
な
か

な
か
見
え
て
こ
な
い
も
の
で
す
。
帰
っ

て
き
て
の
感
想
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ま

た
お
便
り
を
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
報
で
は
市
外
か
ら
帰
省
さ

れ
た
方
や
、
転
入
さ
れ
て
間
も
な
い
方

の
た
め
に
年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
や
プ

レ
イ
ス
ポ
ッ
ト
等
の
紹
介
も
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
素
敵
な
場
所

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
ご
存
知
の
方
は
お
便

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2008.9



老
齢
厚
生
年
金
の
繰
下
げ
支
給
制
度

　

65
歳
か
ら
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
が
、
65
歳
か
ら
は
受
け
取

ら
ず
に
、
66
歳
以
降
に
支
給
の
繰
下
げ
の

申
出
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
と
き
か
ら
増

額
さ
れ
た
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

２
つ
以
上
の
年
金
を

受
け
る
権
利
が
で
き
た
と
き

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
制
度
の
別

（
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、
各
共
済

組
合
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
他
の
年

金
を
受
け
る
権
利
を
得
た
場
合
は
、
最
寄

り
の
社
会
保
険
事
務
所
で
、
ど
ち
ら
か
一

方
の
年
金
を
選
択
す
る
手
続
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
も
う
一
方
の
年
金
は
支
給
停
止

と
な
り
ま
す
。（
例
外
と
し
て
、
２
つ
以

上
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。）

国
民
年
金
推
進
員
が
ご
自
宅
へ
伺
い
ま
す

　

納
付
期
限
が
過
ぎ
て
も
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
国

民
年
金
推
進
員
（
鹿
児
島
社
会
保
険
事
務

局
職
員
）
が
納
付
等
の
ご
案
内
・
相
談
の

た
め
、
皆
様
の
お
宅
へ
お
伺
い
し
て
い
ま

す
。
お
伺
い
し
た
際
は
、
必
ず
身
分
や
名

前
を
名
乗
り
、
お
伺
い
し
た
目
的
を
ご
説

明
し
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
や
休
日
に
お
伺

い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
納
付
の
ご
案
内
の
ほ
か
、
国
民

年
金
保
険
料
や
保
険
料
免
除
申
請
書
等
を

お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

障
害
基
礎
年
金
と
は
、
傷
病
に
よ
り
初

め
て
医
師
・
歯
科
医
師
の
診
断
を
受
け
た

日
（
以
下
、
初
診
日
）
に
国
民
年
金
の
被

保
険
者
等
で
あ
る
者
が
、
初
診
日
よ
り
１

年
６
月
を
経
過
し
た
日
に
障
害
等
級
１

級
、
又
は
２
級
に
該
当
す
る
場
合
に
支
給

さ
れ
る
年
金
で
す
。

　

原
則
、
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
初

診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
被
保

険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間

と
保
険
料
免
除
期
間
と
を
合
算
し
た
期
間

が
当
該
被
保
険
者
期
間
の
３
分
の
２
以
上

で
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
４
月
１
日
前
に
初
診

日
の
あ
る
障
害
（
初
診
日
が
65
歳
未
満
の

場
合
）
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
納
付
済
期

間
と
保
険
料
免
除
期
間
と
を
合
算
し
た
期

間
が
３
分
の
２
以
上
の
受
給
要
件
を
満
た

し
て
い
な
く
て
も
、
初
診
日
の
前
日
に
お

い
て
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
１
年
間
に
保
険
料
未
納
が
な
い
場
合

は
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

初
診
日
が
20
歳
前（
国
民
年
金
加
入
前
）

の
場
合
も
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
金
額
は

　

障
害
基
礎
年
金
１
級
の
支
給
額
は
年

額
99
万
１
０
０
円
（
月
額
８
万
２
５
０
８

円
）、
２
級
の
支
給
額
は
年
額

79
万
２
１
０
０
円
（
月
額
６
万
６
０
０
８

円
）
で
す
。

みんなで進める行政改革
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C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に
な
れ

ま
せ
ん
。

補
助
金
・
使
用
料
見
直
し
に
対
す
る

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

本
市
の
平
成
20
年
度
当
初
予
算
で
は
、

１
６
７
件
、
約
９
億
２
千
万
円
の
補
助
金

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
補
助

金
総
額
の
縮
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
と

も
に
、
各
補
助
金
の
実
績
や
効
果
を
評
価

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
も
、
現

在
の
使
用
料
の
額
が
適
正
な
負
担
額
で
あ

る
か
見
直
す
と
と
も
に
、
そ
の
積
算
根
拠

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

市
で
は
「
補
助
金
制
度
等
に
係
る
指
針
」

を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
見
直
し
作
業

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
場
所
で
指
針
案

を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、案
に
対
し
て
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

■
指
針
案
の
公
表
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
本
庁
総
務
課
及
び

支
所
地
域
振
興
課
窓
口

■
意
見
の
提
出
期
限

　

９
月
30
日
（
火
）
ま
で

※
意
見
の
提
出
方
法
等
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
窓
口
で
配
布
す
る
書

類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

行
政
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
よ
り
一
層
市

民
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

効
率
的
、
効
果
的
な
行
政
経
営
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
満
足
度
を
高
め
、
仕

事
の
質
の
向
上
や
効
率
化
を
図
る
た
め
、

本
年
度
か
ら
「
行
政
評
価
制
度
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
行
政
評
価
」
と
は
、

市
の
仕
事
を
本
来
の
目
的
や
市
民
の
視
点

で
点
検
・
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
結

果
を
次
年
度
以
降
の
「
計
画
」
や
「
実
施
」

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
「
そ
の
仕
事
が
本
当
に
必

要
な
の
か
」「
い
く
ら
の
費
用
を
使
っ
て
、

ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
る
の
か
」「
も
っ

と
良
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
」
な
ど
、
市
の
仕
事
そ
の
も
の
を
考

え
直
す
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
職
員
研
修
を
実
施
し
な
が
ら
、

そ
の
手
法
を
学
ん
で
お
り
、
今
後
２
年
間

を
か
け
て
、
市
が
行
う
す
べ
て
の
仕
事
を

点
検
・
見
直
す
計
画
で
す
。

　

な
お
、
行
政
評
価
の
成
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
ら
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
す
る
予
定
で

す
。
行
政
評
価
制

度
に
つ
い
て
、
ご

意
見
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
総
務

課
行
政
改
革
推

進
室
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

  
　ヒガンバナ（彼岸花）の名称は、秋の彼岸
ごろから開花することに由来するといわれて
います。道端などに群生し、稀に白いものも
あります。独特の成長を行い、夏の終わりか
ら秋の初めにかけて、高さ 30 ～ 50cmの花
茎が地上に現われ、その先端に 5～ 7 個前
後の花が咲きます。鱗茎にアルカロイド（リ
コリン）を多く含む有毒植物で、誤食すると
吐き気や下痢、ひどい場合には中枢神経の麻
痺を起こして死にいたることもあります。

市の人口　　7月 31 日現在
人　口	 34,816 人	 	 （△ 26）
				男	 16,365 人	 	 （△ 8）
				女	 18,451 人	 	 （△ 18）
転　入	 84 人	 　転　出	 　104 人
出　生	 27 人	 　死　亡	 　33 人
世帯数	 15,675 戸	 	 （△ 8）

 志布志港　平成 20 年 6月分

　①入港隻数	 	 54 隻
　　（日本 0、外国 54）
　②輸出	 25 億 43 百万円
　③輸入	 117 億 86 百万円

資料　鹿児島税関支署

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

交通安全協会からのお知らせ
　夏は夜のウォーキングが多くなりま
す。夜光反射材を付けると約 130 ｍか
ら確認出来ます。70歳以上の高齢者の
方には、タスキ型を無償で配布してい
ます。

　75 歳以上の協会会員への高齢者マークの
無償配布を一時中断させていただいていま
す。ご了承くださいますようお願いします。

■問い合わせ先　交通安全協会　　℡ 472-4507

【お詫び】8 月号のうぶごえに掲載しました別府シエルちゃん（女子）の性別に誤りがありました。
　　　　  お詫びのうえ訂正いたします。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

職員研修の状況
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みんなの国保！

病気の早期発見・早期予防のため各種ドック等
助成事業をご利用下さい。
各種助成事業
　 助 成 事 業　 助  成  額 　対　象　者

人
間
ド
ッ
ク

一般（日帰り） 20,000 円 30 歳以上 75 歳未満の国保被保険者
75 歳以上の後期高齢者医療被保険者一 般（ 宿 泊 ） 30,000 円

節目（日帰り） 32,000 円 40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳（ 当
該年度の4月1日から3月31日までに節
目の年齢を迎える方）の国保被保険者節 目（ 宿 泊 ） 48,000 円

　PET が ん 検 診　 20,000 円 40 歳以上 75 歳未満の国保被保険者　脳ドック検診　 20,000 円
■ＰＥＴ（陽電子放射断層撮影装置）がん検診とは
　がんの有無・大きさ・転移・再発などが静脈注射１本で検査でき、
従来の検査方法に比べ約 20 倍から 30 倍の確立でがんの早期発見が
可能と言われている検査です。
■脳ドック検診とは
　断層撮影（MRI）や血管撮影（MRA）により、くも膜下出血の予防・
脳腫瘍・認知症・脳血栓などの早期発見につながる検査です。

■問い合わせ先　志布志市役所保健課　	℡ 474-1111（内線 122 ～ 124）　Fax	474-2281
	 	 	 メールアドレス　hoken@city.shibusi.lg.jp

高い医療費
みんなで助け合い国保の心
■平成20年6月分療養給付費等の状況です。

一 般 198,238,659 円
退 職 9,203,346 円
後期高齢者支援金 42,950,000 円
介 護 納 付 金 17,955,000 円
合 計 268,347,005 円
国保1人あたり平均 22,101 円
　この金額は、国民健康保険に加入してい
る皆さんが医療機関等で診療したものに対
し、市（国保）が支払った医療費です。
■負担内訳です。（一般分）

医 療 費 総 額 271,328,404 円
市（
国
保
）負
担

療 養 給 付 費 198,238,659 円
高 額 療 養 費 21,183,240 円
他 法 負 担 8,330,526 円

本 人 負 担 43,575,979 円
医療費総額の約 83.9％を市（国保）が負担しています。

市 営 住 宅 空 き 家 情 報
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
■住宅名　松山団地
　253 号室　単身者向け・特賃住宅　2DK　家賃 20,000 円
　（2階建ての 2階です）
　255 号室　単身者向け・特賃住宅　2DK　家賃 20,000 円
　（2階建ての 1階です）
■住宅名　大田尾段団地 273 号室　一戸建て　
　　　　　　　世帯向け・特賃住宅　4DK　家賃 37,000 円
■住宅名　馬場団地　簡易平屋建て	3K

205 号室　最低家賃 6,800 円（所得に応じて変動）
221 号室　最低家賃 11,600 円（所得に応じて変動）

※いずれの住宅も所得制限があります。
■問い合わせ・申込先
　市役所建設課管理係　　　℡ 474-1111（内線 467）
　松山支所建設課管理係　　℡ 487-2111（内線 253）
　志布志支所建設課管理係　℡ 472-1111（内線 401）

2008.9 ■市報しぶし　�0�1　市報しぶし■ 2008.9

今月の納税 納付期限　9 月 30 日（火）　     口座振替日　9 月 25 日（木）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（5 期）　介護保険料（5 期）　後期高齢者医療保険料（5 期）　固定資産税（3 期）

財
産
を
相
続
し
た
時
の
税

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
財
産
を
相
続
や
遺

贈
（
遺
言
に
よ
っ
て
財
産
を
譲
る
こ
と
）

に
よ
っ
て
も
ら
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
税

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
取

得
し
た
財
産
お
及
び
相
続
時
精
算
課
税
の

適
用
を
受
け
て
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財

産
の
価
値
の
合
計
額
か
ら
債
務
や
葬
式
費

用
の
金
額
を
控
除
し
、
相
続
開
始
前
３
年

以
内
の
暦
年
課
税
に
係
る
贈
与
財
産
の
価

格
を
加
算
し
た
「
正
味
の
遺
産
額
」
が
基

礎
控
除
額
を
超
え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え

る
額
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
相
続
税
の
申
告
及
び
納
税
が
必
要
と

な
り
、
そ
の
起
源
は
、
被
相
続
人
の
死
亡

し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
10
か

月
以
内
で
す
。

　

基
礎
控
除
額
は
、
５
千
万
円
と
１
千
万

円
に
法
定
相
続
人
の
数
を
掛
け
た
金
額
と

の
合
計
額
で
す
。
た
と
え
ば
、
法
定
相
続

人
が
妻
と
子
ど
も
２
人
の
合
計
３
人
の
場

合
、
基
礎
控
除
額
は
５
千
万
円
と
１
千
万

円
×
３
人
の
合
計
額
８
千
万
円
と
な
り
ま

す
の
で
、
正
味
の
遺
産
額
が
８
千
万
円
ま

で
で
あ
れ
ば
、相
続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

相
続
税
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
署
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
隅
税
務
署

　

℡
４
８
２
ー
０
０
０
７

〈コミュニティFMと住民力〉
「番組づくり」が「地域づくり」になってきた。
　　～住民ディレクターとは何か～

■入場 無料／どなたでもご参加できます。
■日時 9月27日（土）、午後１時半～４時（受付１時より）
■会場 サンポートしぶしアピア２階ホール
■問い合わせ先 おおすみＦＭネットワーク　　　　℡0994-41-1485
  市役所企画政策課地域政策係　　℡474-1111（内線252）

「コミュニティＦＭと志布志の発信力～ひとりひとりが情報発信者となろう～」をテーマに、地域づくりを目的に行っているコミュニテ
ィＦＭを、広く地域住民に知ってもらい、放送を聴く、制作に参加する、情報発信・広報告知ツールとして利用するなどの促進をする
ためフォーラムを開催します。市民皆様の参加をお待ちしています。

『特定健康診査』の実施について

　10 月 6日（月）から 10 月 31 日（金）までの間に、国保被保険者の 40 歳から 74 歳までを対象とした『特定
健康診査』を実施します。
　胃がん検診などの集団検診と同時に実施しますので、申し込みが未だの方は 9月中に保健課へ申し込みください。
　なお、検診会場、集合時間などの詳細につきましては、申し込みのあった方へ直接ご案内いたします。

■日時　10 月４日（土）　午前 11 時 20 分受付
　午前 11 時４７分志布志駅出発
　午後				8 時 30 分志布志駅着解散
■場所　日南海岸南郷プリンスホテル
　　　　℡ 0987-64-2111
■主催　志布志 I（愛）プロジェクト協議会
　　　　JR 九州宮崎総合鉄道事業部
　　　　JR 日南線利用促進連絡協議会
■共催　志布志市
●参加対象者
　男性女性共に 20 代・30 代の独身の方
　志布志駅に集合できる方
●参加員数
　男性　30 人　女性　30 人
●飲酒可能（※飲酒運転は法律で禁止されています）

■内容
●海辺でのミニゲーム
●バーベキュー
●抽選会やビンゴゲームほか
●海を一望できる露天風呂入浴可
■参加料　3500円（往複のJR乗車券を含む）特典あり
■応募期間　9月 30 日（火）まで
※先着順になりますのでお早めにお申し込みください。
　雄大な海や緑ゆたかな大島が一望でき、明るく開放
的な雰囲気に包まれたリゾートホテルで行われるパー
ティーに参加してみませんか？宮崎市方面からの参加
もあり、たくさんの出会いが待っています。
ご応募お待ちしております。
■申し込み・問い合わせ先
　市役所企画政策課　℡ 474-1111（内線 252・256）

列車でGO! オーシャンリゾートパ
ー
ティー in 南郷

松山団地
大田尾段団地

馬場団地
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災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご
家
族

や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
に
比
較
的
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
か
ら
の
利
用
も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及
び

地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通
話
等
が

増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

 

国
営
曽
於
南
部
土
地
改
良
事
業
完
了

に
伴
う
「
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
の

導
入
に
つ
い
て
」
の
同
意
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
受
益
者
の
皆
様
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

21
年
度
よ
り
同
事
業
を
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
給
水
栓
設
置
予
定
に
つ
い
て

　

 

曽
於
東
部
地
区
（
松
山
町
及
び
志

布
志
町
）
で
は
、
全
面
通
水
し
て
お
り

ま
す
が
、
給
水
栓
設
置
の
終
わ
っ
て
い

な
い
団
地
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
度

の
設
置
予
定
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と

お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
同
じ
団
地
内
で
も
、支
線
水
路（
水
系
）

が
違
う
場
合
は
、
年
度
が
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

※
散
水
器
具
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
申

込
み
が
必
要
で
す
。
畑
地
か
ん
が
い
事

業
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

緑
化
推
進
事
業
参
加
の
募
集

　

志
布
志
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で

は
、
緑
豊
か
な
美
し
い
環
境
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
内
各
地
で
植
樹
を

進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
る
団
体
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
市
役
所
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

又
は
各
支
所
産
業
振
興
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
内
容

■
募
集
期
間　

10
月
31
日
ま
で

■
場
所　

志
布
志
市
内

■
事
業
内
容　

森
林
、
学
校
、
公
園
、

街
路
、
公
共
施
設
等
の
植
樹

（
た
だ
し
、
花
苗
、
花
の
種
子
の
配
布

に
つ
い
て
は
対
象
外
と
し
ま
す
。）

■
実
施
団
体　

学
校
、
校
区
公
民
館
、

自
治
会
、
こ
ど
も
会
等
の
団
体

■
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費

●
緑
化
木
等
苗
木
の
購
入
経
費

●
肥
料
費
、
樹
名
板
等
の
資
材
費

※
樹
名
板
に
つ
い
て
は
必
ず
設
置
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

■
助
成
上
限
額　

10
万
円
（
実
施
団
体

の
数
に
よ
り
、
助
成
額
が
減
額
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
募
集
方
法　

　

緑
化
推
進
事
業
応
募
申
請
書
に
経
費

内
訳
書
、実
施
場
所
の
写
真
を
添
付
し
、

本
庁
耕
地
林
務
水
産
課
又
は
各
支
所
産

業
振
興
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
本
庁
耕
地
林
務
水
産
課
、

各
支
所
産
業
振
興
室
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

 

ま
た
、
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
決
定
方
法

　

応
募
団
体
が
多
数
の
場
合
、
募
集
期

間
終
了
後
、
志
布
志
市
み
ど
り
推
進
協

議
会
に
お
い
て
、
審
査
の
う
え
、
実
施

団
体
を
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
２
４
）

●
松
山
支
所
産
業
振
興
室 

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
４
１
）

●
志
布
志
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
０
）

こ
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
頂

い
た
「
み
ど
り
の
募
金
」
で
、
実
施

す
る
事
業
で
す
。

市
道
周
辺
の

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

枯
木
等
の
撤
去
伐
採
に
つ
い
て

　

市
で
は
市
道
を
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
補
修

や
伐
採
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
立
ち

枯
れ
た
樹
木
や
道
路
上
ま
で
伸
び
た
枝

等
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

も
し
、
車
両
や
人
に
接
触
し
、
損
害

や
怪
我
等
が
発
生
し
ま
す
と
木
の
所
有

者
も
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
所
有
さ
れ
て
い
る
道
路
沿
い
の

土
地
で
立
ち
枯
れ
た
木
や
通
行
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
木
が
あ

る
場
合
は
、
枝
下
ろ
し
等
の
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
や
台
風
等
の
災
害
時
に

お
い
て
、
倒
伏
や
枝
折
れ
等
で
通
行
の

支
障
と
な
る
倒
木
や
枝
な
ど
に
つ
い
て

は
、
予
告
な
く
伐
採
・
撤
去
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

市
役
所
建
設
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
６
４
）

長
寿
を
お
祝
い
！
敬
老
祝
金
に
つ
い
て

　

敬
老
祝
金
は
、「
老
人
の
日
」
に
合

わ
せ
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
々
を
讃
え
、

長
寿
を
お
祝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
志
布
志
市

に
住
民
票
が
あ
り
、
志
布
志
市
で
生
計

を
営
ん
で
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者
と
金
額

●
喜
寿
祝
い
（
数
え
77
歳
）（
３
千
円
）

　

昭
和
７
年
１
月
１
日
か
ら

　

昭
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
米
寿
祝
い
（
数
え
88
歳
）（
１
万
円
）

　

大
正
10
年
１
月
１
日
か
ら

　

大
正
10
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
白
寿
祝
い（
数
え
９
９
歳
）（
３
万
円
）

　

明
治
43
年
１
月
１
日
か
ら

　

明
治
43
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
満
80
歳
の
方　
　
　
　
　
（
３
千
円
）

　

昭
和
２
年
９
月
２
日
か
ら

　

昭
和
３
年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
満
85
歳
の
方　
　
　
　
　
（
５
千
円
）

　

大
正
11
年
９
月
２
日
か
ら

　

大
正
12
年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
満
90
歳
の
方　
　
　
　
　
（
１
万
円
）

　

大
正
６
年
９
月
２
日
か
ら

　

大
正
７
年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
満
95
歳
の
方　
　
　
　
　
（
２
万
円
）

　

大
正
１
年
９
月
２
日
か
ら

　

大
正
２
年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
満
１
０
０
歳
以
上
の
方　
（
５
万
円
）

　

明
治
41
年
９
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

■
問
合
せ
先　

市
役
所
福
祉
課 

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）
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写真はイメージです（本文とは関係ありません）

早期発見で早期治療を！「乳がん検診」
10月は鹿児島県ピンクリボン月間です！

　アピアは今回オープン 13 周年を記念いたしまし
て、お客様の幸せと地域に貢献できるまちづくりを
目指して、乳がん検診を企画いたしました。
　近年疾病の中でも、がんの罹患率は年々増加の傾
向にあります。特に乳がんは女性がんのトップで、
現在日本人の 20 人に 1人がかかるといわれるほど
急増しております。
　そこでアピアでは、毎年恒例となりました「乳が
ん検診」を下記のとおり実施します。
■マンモグラフィー検診車
　　　　　超音波検診車による乳がん検診
●日　時　10月25日（土曜日）・10月26日（日曜日）
　　　　　午前の部　9:30 ～ 12:30
　　　　　午後の部　1:30 ～ 4:30
●申込締切　10 月 11 日（土）
●受診者数　各日　70 人程
●場　所　サンポートしぶしアピア駐車場にて
●検診料
　①マンモグラフィー検診料通常５５００円のと　
　　　ころアピア協賛により・・・５２００円
　②超音波検診料　　　　　　・・・４０００円
　①＋②＝併用検診料　　　　・・・９０００円
■申し込み・問い合わせ先
　サンポートしぶしアピア　企画部担当 : 大廻まで
　℡ 099-472-5111　Fax099-472-5380
※協力　特別医療法人　博愛会　健診事業部

「尊い命を救うために」
PA 連携を実施しています！
　大隅曽於地区消防組合では、救急隊だけでは業務遂行が困難
な場合や救命のために一刻を争う事態において、救命・救出・
救護活動をこれまで以上に素早く確実に、かつ安全に行うこと
を目的として、救急隊の出動と同時に消防隊が出動し救急活動
を支援する「PA 連携」を平成 20 年 4月から実施しております。
※	PA 連携とは、消防車（pumper）と救急車　
（ambulance）の頭文字を取ったものです。
●消防車もサイレンを鳴らして救急現場に駆け付けます。
●病院までの搬送は、従来どおり救急車で行います。
■消防車も出動する場合は
●通報の内容から、傷病者が心肺機能停止状態である場合
●階段や通路などが狭く、傷病者の搬送が難しい場合
●その他救急隊の活動を支援する必要があると判断した場合
※	ただし、災害等で出動できない場合もあります。
問い合わせ先　大隅曽於地区消防組合消防本部
　通信指令室　℡ 482-0119　　警防課警防係　℡ 482-0579

９
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
は
「
自
殺
予
防

週
間
」
で
す
。

　

日
本
の
自
殺
者
数

は
平
成
10
年
以
降
連

続
し
て
３
万
人
を
上

回
っ
て
お
り
、
自
殺
未
遂
者
は
さ
ら
に

そ
の
10
倍
以
上
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

自
殺
予
防
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
る
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

～
自
殺
予
防
の
三
段
階
～

①
自
殺
が
起
こ
る
原
因
を
事
前
に
取
り

　

除
く
こ
と
で
自
殺
を
予
防
す
る
こ
と

　
（
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
）

②
今
ま
さ
に
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
自

　

殺
に
介
入
し
て
自
殺
を
防
ぐ
こ
と

　
（
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
）

③
自
殺
が
起
こ
っ
た
後
、
遺
さ
れ
た

　

人
々
に
対
す
る
ケ
ア
を
す
る
こ
と

　
（
ポ
ス
ト
ベ
ン
シ
ョ
ン
）

　

自
殺
と
精
神
疾
患
（
う
つ
病
等
）
に

は
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
早
期
に
適
切
な
治
療
を
受

け
る
こ
と
は
、
自
殺
予
防
に
お
い
て
有

効
な
手
段
で
す
。
悩
み
を
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
周
囲
の
人
に
助
け
を
求
め
る

よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

■
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

●
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
ー
７
３
８
ー
５
５
６

●
受
付
日
時

　

毎
月
10
日
（
８
時
～
翌
８
時
ま
で
）

●
主
催　

社
会
福
祉
法
人
い
の
ち
の
電
話

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
！

 　
「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
（
新

市
町
村
振
興
宝
く
じ
）」
が
全
国
の
宝

く
じ
売
り
場
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

 　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
発
売
日

　

９
月
29
日
（
月
）
～
10
月
17
日
（
金
）

■
抽
選
日　

10
月
22
日
（
水
）

■
当
せ
ん
金
支
払
い
期
間

 　

平
成
20
年
10
月
27
日
（
月
）
～
平

成
21
年
10
月
26
日
（
月
）

※
こ
の
宝
く
じ
は
通
信
販
売
で
買
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
昨
年
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
（
第
５
３
０
回
全
国
自
治
宝
く
じ
）

の
時
効
（
平
成
20
年
10
月
28
日
（
火
））

が
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
再
度
当
せ
ん

番
号
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

オ
ー
タ
ム

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

平成 20 年度設置予定
西谷原、横尾、横尾下、
別府原、佐野原、二反野、
上出水、潤ヶ野、中野
　以上の 9団地に給水栓を
設置する予定ですが、工事
は 10 月頃からになる見込
みです。
　また、設置前には受益者
の皆様を対象に説明会を開
催します。



市役所本庁舎に売店ができました。切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。■ 10 月１日は土地の日です。標語「笑顔をつなごう　街づくり　未来へつなごう　土地活用」
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司法書士・土地家屋調査士・税理士による
　　　　無料法律相談・登記・税務相談所開設

　鹿児島県司法書士会、鹿児島県土地家屋調査士会及び南
九州税理士会では、10 月 1 日「法の日」にちなんだ記念
事業として次のとおり無料法律・登記・税務相談所を開設
いたします。
■日時　10 月 3日（金）　10:00 ～ 16:00
■場所　有明農村環境改善センター（農事研修室）
■相談内容
　●土地建物の登記に関する事項
　●土地の地籍、分筆、測量、境界に関する事項
　●会社の登記に関する事項
　●所得税、贈与税、相続税、その他税務一般に関する事項
　●遺言等　　　　　　●成年後見手続き
　●裁判手続きや裁判所に提出する書類等の相談等
　●供託に関する事項　●消費者金融問題、架空請求問題
　などですが、さまざまなご相談に対応いたしますので、
ぜひ、お気軽にお越しください。
	問い合わせ先
　鹿児島県司法書士会　　　　　　℡ 099-256-0335
　鹿児島県土地家屋調査士会　　　℡ 099-257-2833
　南九州税理士会鹿児島県連合会　℡ 099-225-6148

NPO 実践講座の参加者募集について

　NPO関係者をはじめ県民を対象に、NPOの運営に役立
ち、NPO活動への理解が深まる講座を開催します。
　受講希望者は下記申込先までご連絡ください。

日程 講座内容 講師

10月3日
（金）

13:30~15:30
「助成金申請のポイントを
　　　　　　　生で聞く」

日本財団経営企画
　　　　　グループ
萩上　健太郎　

11月7日
（金）

●講座 1　13:30~14:30
「県内のNPOの現状と
　　今後の協働のあり方」
●講座 2　14:30~15:30
「NPOにとっての
　　　　　税の基礎知識」

県総務部市町村課共
生・協働推進室
室長　岩切　剛志
松田税理士事務所
所長　松田　猛　

12月12日
（金）

13:30~15:30
「NPO・行政・企業との協
働の実践例」

NPO法人NPOふくおか
理事長　濱砂　圭子

1月16日
（金）

●講座 1　13:30~14:30
「NPO運営上のポイント」
●講座 2　14:30~15:30
「NPOの資金調達法」

かごしま県民交流セ
ンター協働活動促進
課協働活動促進係長
　中尾　洋一
国民生活金融公庫
九州労働金庫

■会場　かごしま県民交流センター ( 鹿児島市山下町 14-50)
 問い合わせ先・申し込み先
　鹿児島県共生・協働センター　℡ 099-221-6605

大隅湖畔で過ごす秋の休日

　10 月 12 日に大隅湖の水上花火大会が予定されていま
す。花火の前にカピックセンターや民族館にぜひお立ち寄
りください。
■日時　10 月 12 日（日）	15 時～ 17 時
■場所・内容
■カピックセンター
　●ワールドバザール
　（青年海外協力隊員が持ち帰った世界の物品を展示販売）
　●ロスポンチョスと遊ぼう（南米楽器のワークショップ）
　●お楽しみ抽選会（先着 200 名様）
■民族館
　●ハローウィンでお菓子をもらおう（参加費 100 円）
 問い合わせ先
　カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　℡ 0994-45-3288　Fax 0994-45-3258
　e-mail:kapic111@po3.synapse.ne.jp
　民族館　℡ &Fax 0994-45-3288
　e-mail:minzokukan@po3.synapse.ne.jp

若年者のための職業訓練・受講生募集

　Word、Excel、PowerPoint、ホームページ作成や、ビジ
ネスマナー、コミュニケーション能力を習得後、2か月の
職場実習をすることで、早期就職を目指す職業訓練です。
■訓練科名　ビジネスパソコン実践科２
■訓練期間
●平成 20 年 10 月 30 日 ( 木 ) ～平成 21 年３月 27 日 ( 金 )
●土・日・祝日休み座学３か月＋職場実習２か月
■訓練施設　鹿屋ビジネス専門学校（鹿屋市白水町 281）
■訓練時間　午前 9時～午後 4時 ( 座学期間中 )
■受 講 料　無料（但しテキスト代１万円程度自己負担）
■定　　員　20 人
■応募資格
●35歳未満の求職者（雇用保険受給資格の有無は問わない）
■募集期間　9月 16 日～ 10 月 14 日
■入所選考日　10 月 21 日 ( 火 )　午前 9時 30 分
■申込先　公共職業安定所（ハローワーク）
 問い合わせ先
　独立行政法人　雇用・能力開発機構　鹿児島センター
　　鹿児島市東郡元町 14-3
　　委託訓練係　電話 099-254-3773

2008.9 ■市報しぶし　��

10 月 1 日～ 7 日は公証週間です
公証役場をご存じですか　

　公証制度とは、金銭貸借などの大切な契約書や遺言書な
どについて、公証人が作成する公正証書によってトラブル
の防止を図る制度です。
　次のような場合には公証役場をご利用ください
■遺産をめぐる骨肉の争いを防ぐために、愛のメッセージ
　としての遺言をしておきたいとき。
■金銭消費貸借、借地借家、債務弁済、売買、任意後見、
　養育費等の大切な契約を公正証書で作成するとき。
■私署証書の認証、外国文認証、宣誓認証、定款認証、確
　定日付等
　公正証書には、強い証拠力と裁判を経ないで強制執行で
きる執行力があります。10 月 4日（土）、10 時から 16 時
までは、鹿屋公証役場において相談に応じております。
　相談は無料ですからお気軽にご相談ください。
 問い合わせ先　鹿屋公証役場　℡ 0994-41-3339

事業主のみなさま労働保険の加入手続きはおすみですか

　労災保険雇用保険の事務手続きは労働保険事務組合を利
用されると大変便利です。
　労働者を 1人でも使用する事業主は業種のいかんを問
わず労働保険の成立手続きを行わなければなりません。労
災保険は国の法律で定められた制度です。
　労働保険の手続きがわずらわしいとか人手不足のため事
務処理に困っている事業主はおられませんか。労働保険事
務組合は、事業主に代わって公共職業安定所や労働基準監
督署等への事務手続きを行います。
　詳しくは下記までおたずねください。
 問い合わせ先　㈳県労働基準協会志布志支部　℡ 472-4877

９月は発達障害福祉月間です
　テーマ :『発達障害の 25 年を検証する

～未来へとつなぐべき「大切なもの」とは何か～』
　　知的障害のある人びとが、地域社会の中で皆さまと共
に生きる共生社会を実現するため、9月を福祉月間と定め
て、毎年全国的な広報活動を実施しています。
　　障害があっても、一人ひとりが「自分らしく」生きて
いけるよう、県民の皆さまの障害へのご理解とご協力をお
願いするために呼びかけるものです。
	実施団体　社会福祉法人 鹿児島市手をつなぐ育成会
　　　　　 各地区手をつなぐ育成会連絡協議会

犬の放し飼いはやめましょう！！

　最近犬の放し飼いによるフンの被害が多数起き
ています。周辺の人の迷惑になりますので、散歩
の際は、飼い主がリードでつなぎ、しっかりと管理してく
ださい。フンをした際も、飼い主の責任で片づけましょう！
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９月

10月

14日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
15日 大山病院（内科） ℡472-1400
  みやしたひふ科（皮膚科） ℡478-0370
21日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
23日 手塚クリニック（内科・外科） ℡472-5565
  石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
28日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  みやじクリニック（内科・放・呼・胃） ℡471-5000
５日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  みやしたひふ科（皮膚科） ℡478-0370
12日 大山病院（内科） ℡472-1400
  松下病院（内・外科・皮膚科） ℡472-1124
13日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
19日 はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611

9月・10月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

９月

10月

■松山地区　
９ 月	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
10 月	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
■志布志地区
９ 月９日～９ 月 15 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
９ 月 16 日～９ 月 22 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
９ 月 23 日～	９ 月 29 日	 山本組	 ℡ 472-1101
９ 月 30 日～ 10 月 ６ 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
10 月 ７ 日～ 10 月 13 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
10 月 14 日～ 10 月 20 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
10 月 21 日～ 10 月 27 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
■有明地区
９ 月７日～	９ 月 13 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
９ 月 14 日～	９ 月 20 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
９ 月 21 日～	９ 月 27 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
９ 月 28 日～ 10 月 ４ 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
10 月 ５ 日～ 10 月 11 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
10 月 12 日～ 10 月 18 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
10 月 19 日～ 10 月 25 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008

基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、
基本料金が発生します。休止の手続きをされますと、水
道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。
又、休止されていた水道を使用される場合は、1000 円で
開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

水道修繕当番店



志布志市くらしのカレンダー

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

女性支援相談（13:00～17:00有明改善センター）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13:30～16:30本庁保健課窓口）

299/13

14

敬老の日

30

15

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）
心配ごと相談所（10:00～15:00老人福祉センター松山）

10/1

16

女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
1歳6か月児健康診査/麻疹風疹混合予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

2

17

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
子育て支援センター集いの広場（10:00～12:00 松山新橋地区公民館）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10：30～12：00 宇都鼻研修センター）

3

18

4

5

特定健診、がん検診（松山地区）（7:30～9:00受付)※1
心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付有明改善センター）

特定健診、がん検診（松山地区）（7:30～9:00受付)※1

心配ごと相談所（10:00～15:00老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 本庁3F会議室）

農業用廃プラ・廃ビニール回収
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
特定健診、がん検診（松山地区）（7:30～9:00受付)※1
両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所福祉課窓口）

特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:30受付)※1

2歳児歯科健康診査（13:00～13:30受付健康ふれあいプラザ）

乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付健康ふれあいプラザ）
特定健診、がん検診（有明地区）（7:30～9:30受付)※1

創年市民大学「現地視察！あいあいマップのまちづくり」（18㌻参照）

創年市民大学「がばいばあちゃんと武雄のまちづくり」（18㌻参照）

6

7

8

(月)

9

(火)

10

11

12

体育の日

掘り出し物市（10:00～ そおリサイクルセンター）

特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9:30受付)※1

13

14

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）
三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

19

20

21

心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）22

(土)

23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(日)

女性検診（志布志地区）（午前・午後）※1

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
創年市民大学「小さな商店街の果敢な挑戦」（18㌻参照）

新橋校区ふれあい移動市長室（19:00～21:00 松山支所）

年金移動相談所開設（10:00～15:00 志布志支所5階会議室）

母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所福祉課窓口）

24

女性検診（志布志地区）（午前・午後）※1
25

女性検診（志布志地区）（午前・午後）※1
26

女性検診（志布志地区）（午前・午後）※1
27

28

 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います
※１ 場所時間の詳細は対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問合せください。

日曜当番医は35㌻に掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(火)

創年市民大学「東川隆太郎のまち歩き」（18㌻参照）

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡	099-474-1111　Fax	099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
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